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               1・ 緒    言
 現在東亜二分布セルからまつ属 ノ中デ、我國林業上最モ重要 トセラレルモ ノハからまつ、ぐいま
っ、てうせんか らまつ、まんしゆうからまつ、だふ りあか らまつ,ほ くしか らまつ ノ6種 デアル。
コノウチか らまつハ本州中部、 ぐいまつハ樺太、干島、カムチヤツカ、まん しゆうか らまつハ満洲
國、て うせんからまつハ朝鮮北部、だふ りあからまつハ満洲、シベ リヤ、ほ くしからまつハ浦洲及
ビ北支 ノー部ガ、 ソノ主要ナル産地デアル。本論二於テ述 ブル庭 ノ北海道本島ハ樺太及 ビ千島二隣
接 シ、環境條件 二於 テソノ爾者二頗ル相似 タルモ ノガアルニ拘ぞ・ラズ、からまつ属 ノ自生ハ未ダ磯
見セラレテヰナイ。
 北海道 二於テハ、からまつtノ 天然分布コソナケレ、古クヨリソノ人工造林地ガ存在 シ、漸次面
積 ヲ増加シテ、今日二於テハ相當量 ノ造林面積 二達 シテえぞまつ、とどまつ ト共二、針葉樹造林地
ノ王座 ヲ占ムルニ至 ツタモ ノヂアル。 コレラノ造林地 ニハからまつ、 ぐいまっ、てうせんからまっ
ガアルモ、ソノ大,.ハ か らまっニヨツテ占メラレテヰル。從 ツテ本州中部 ノ亜高山帯ヲ郷土 トスル
か らまつヲ、北海道 ノ如キ亜寒帯南部乃至ハ温帯北部 二移植スル鮎ガ、植物生態學上興味アル問題
トナツテ來 ル。
 筆者ハ今日蓬邦領樺太 二於ケル水蘇漁原 二封 シ、花粉分析法 ヲ適用シテ、樹種饗遷 二關 スル研究
ヲ縫績 シ來 ツタノデアル。 ソノ結果樺(リ)太二分布 スル ぐいまつハ、上部鮮新世、上部洪積世並 二沖積
世 二亙ル頗 ル長キ年 月ヒ於 イテ存績 シ、且ツソノ森林組成二封スル混渚歩合ハ、略r現 存森林 二於 ケ
ルガ如キ、僅少ナル割合デアツタコトヲ究明 シテヰル。 コノ鐵 カラ見テモ、樺太 ト地理的關係 ノ近
縁並 二環境條件 ノ酷似 ノ鮎カラ、北海道 二於テ今月ぐいまっ ノ自生ヲ蛮見シ程ナイ事 ヲ奇怪 トシテ
居ツタノデアル。然ルニ今同北海道帝國大學理學部助教授佐々保雄理學士 ノ御厚意ニヨツテ探取セ
ラレタ、羽幌泥炭及 ビ釧路泥炭 ノ花粉分析 ノ結果からまつ属 ノ花粉 ヲ畿見 シ、北海道 二於 テハ、既
二上部洪積世並 二下部洪積世 二からまっ厩 ノ分布セル事實 ヲ確認 シタノデアル。
 尚本研究 二於テ、花粉分析結果 ノ示 ス如 ク,北 海道 ノ上部及ビ下部 ノ洪積世 ノ樹種混溝歌態ハ、
南樺太北部 ノ沖積bヒニ於ケルモ ノト酷似 シタモ ノデ、洪積世 二於ケル北海道ハ、現在 ノ南樺太牝部
ト相似 タル氣候歌態 ニアツタノデハナイカ ト推測セラレル。
 斯 ノ如 キ北海道洪積世 二於 テ、既二Larixノ 分布セル事實 二關 スル研究ガ、現在重要ナル地歩 ヲ
   1) 山崎次男、日本林學會誌第19巻9號、第20巻11號、第21巻4號第23巻3號。
2占ムルニ至ツタ、北海道 二於ケルか らまっ屡人工造林地 ノ施業方針確立二封 シテ、一寄與 トナ リ、
マ タ此 ノ種研究 ノ推進ガ、我國洪積世 二於ケル樹種 ノ攣遷、並 二氣候攣化 ノ推定二有力ナル論嫁 ヲ
與へ得ルナラバ、以テ筆者 ノ幸 トスル Tア ル。
 本研究ハ沼田教授御指導 ノモ トニ績行中ノモノデア リ、省常 二佐藤教授 ヨリ御懇切ナル御教示 ヲ
賜 ツテヰル。薮 二深甚ナル感謝 ノ意 ヲ表 スル次第デアル。又本報告 ヲ草 スルニアタ リ、貴重ナル資
料ヲ提供セラレシ北海道帝國大學理學部助教授佐々保雄氏並 二有盆 ナル助言 ヲ與ヘラレタル畏友今
西錦司理學博士 二厚 ク謝意 ヲ表 スル。
         II・ 泥 炭 探 取 地 ノ位 置 、地 形 、及 ビ地 質 欺 態
(1)羽 蝿 泥 炭
 羽幌泥炭探取地 ノ位置{地 形及ビ地質歌態ハ佐々理學士 ノ調査ニヨルモ ノデ、其 ノ研究二基キ摘
記 スレバ、次 ノ通 リデアル。朋幌泥炭探取地ハ北海道北部 ノ日本海岸二在ル朋幌町 ヨリ南南西2粁
ノ地貼、中瀧 ト上瀧 ノ略 ミ中央 二於ケル海蝕豪地二存在シテヰル。
 羽幌町附近ハ全膿 トシテ、極 メテ低李ナ段丘地'rデ アツテ、 ソノ中ヲ朋幌川ガ西北 二刻 ミ、爾側
_.,坦 ナ沖積地 ヲ形成シテ居ル。段丘ハ此 ノ附近デハ2段.トナ リ、上段ハ古 イ段丘 ノ侵蝕淺片デ、
高サバ60-70m内 外デア リ、綾 イ起伏 ヲ示シテ、下段ハ ソレヨリ約20m低 ク、西方ハ次第 二低下 シ、
末端ハ海蝕崖 トナツテ海 二接シテヰル。海蝕崖ハ概ネ20m内 外、前面ゴハ十C米 ノ砂濱ヲ侍 ラセ、
 崖面ハ 下 二第三紀 暦 ガア
 リ、上 二段丘洪積暦 ヲノセ




 暦 ノ順 二配列シ、第四紀暦
ハ上 部洪積暦 、沖積暦 トナ ツテヰ ル。即 チ第1faiノ 模式圃 二於 テ概観 スル コ トガ出來 ル。
 第三 紀暦ハ此 ノ附近 一帯 ノ基底 ヲ.ナシ、 西方 二15度 内外低 ク、柔 軟ナ暦理 二乏 シイ、凝友質 、泥
質砂 岩 ノ厚 イ地暦 ヲナ シ、ソノ上 二第 四紀暦 ヲ載 テヰル。第四紀暦ハ更 二上部洪積暦(d)ト 沖積 暦(a)
二分 レ、上部 洪積暦ハ又d1、 トdl,ノ爾者 二PU別 セ ラ レテヰ ル。 d 1,ハ大艦60m内 外 ノ段丘 ヲ占 メルモ
ノデ厚 サ5-6m・ 主 トシテ砂及 ビ細礫 ノ互暦 カ ラナ ツテヰ ル。 噸 ハ30m内 外 ノ段丘 ヲ構 成 シ、厚 サ
ハ海岸 二於 ケ ル断 面 カラ剃 定 スレバ約7米 ノモ ノデ、底部 ニハ礫暦 、上方 二砂礫 ノ不規則 ナル互 暦
トナ ル ノガ通 例デア ル。本地居 ハ南方 二至 ル ト共 二礫暦 ハ薄 クナ リ、砂 泥暦 ガ優勢 トナ ツテ其 ノ間
二泥炭 暦 ヲ介在 シテヰ ル。沖積暦 モ2ツ ニ分 レ、al、ハ河岸 カラC米 高 イ薔河床 デ 、'al,ハ河岸 ノ堆積
物デ アル。
 更 二泥炭堆積歌況 二就 テ次 ノ如 キ推 定 ガ下 サ レテヰ ル。現 在 ノ40m高 度 ノ地鮎附近 ガ當時(上 部
洪積 世 ノ上李 ノアル時 期)ノ 海岸 線 デ西方 二廣 イ幅 ノ海 蝕憂 地 ガ生 ジ、 コ ノ豪地上 ハ背後 ノ山地 カ
ラ ノ流 出物 ニョツテ漸 次蔽 ハ レ、激米 ノ段 丘堆 積物1・ナ ツタモ ノデアル。 コ ノ堆積 中 ノア ル時期 二
局虚的 二泥炭暦 ガ焚達 シ、 ソ ノ後 幾度 カ ノ隆起 及 ビ沈降 ガ反復セ ラ レ現今 ノ位 置 二落着 シ タモ ノデ
アル。爾 ソノ泥炭 ノ闇 二介在 シテヰ ル火山x ハ 、當時 二於 ケ ル火 山爆爽 ノ事實 ヲ物語 ルモ ノデア
ルo
(2)釧 路 泥 麦
 釧路泥炭探取地ハ北海道東北部 ノ太;.洋 二面セル釧路市ニアツテ、コノ地 ノ…部泥x二 就テノ花
粉分析結果ハ、既二豫報 トシテ爽表 シタ庭デアルガ、 ソノ結(ロ)梁ハ邦領樺云北部 ノ沖積世二於ケル森
林構成歌態 トノ封比上頗 ル興 味アルヲ以テ、再度佐々理學壬二依頼 シ該泥炭暦70cm.二 就テ各10cm.
毎 二資料 ノ逡附 ヲ受ケタモ ノデアル。p本 泥炭探取地附近 ノ地質歌態 二就テハ同氏7詳 細ナル報告(に)
ガアルヲ以テ、本項 ニハ省略シ、泥炭探取地附近 ノ地質圖及ビ地暦見取岡ヲ添附スルニ止 メタ。
              III・ 花 粉 分 析 ノ 結 果
 本研究二用ヒタル花粉分析 ノ資料ハ前項 二述ベタル如 ク、羽幌地方 ノ上部洪積 世二fス ル泥炭 ト
釧路地方 ノ下部洪積世 二生成シタ泥炭デアル、前者ハ泥炭上限カラ30cm.置 キニ後者ハ10cm.ノ 間
隔 二探取シタモ ノデアル。泥炭 ノ虎理法ハ既 二報告セル如ク、E. Erdtman以(び)來探用セラレテヰル
アルカ9  方法ヲ用ヒタモノデアル。G. F.rdtmanハ1936年(び)二到ツテ泥炭虞理 二就キ新方法ヲ案
出 シ、從來 ノアルカリ虞理方法ニヨル花粉槍出二要 スル時間ヲ節約 シ、爾一部樹種 ノ花粉識別ヲ容
易 ニシ タ鐵 ハ特筆 スベキモ ノデ アルガ、 コ ノ方法磯見 ニ ヨツテ從來 用 ヒラレテヰ ル、7ル カ9法 ノ
正確 度 ヲ脅 スモ ノデハ ナ ク、殊 二北海道及 ビ樺 太 二於 ケル様 ナ樹種 ノ僅 少ナ地方 二於 テハ 、アル カ
リ法 ヲ用 フルモ何等 不備 ノ貼 ヲ認 メナ イ庭 テアル。
(1)羽 幌 泥 炭
 本 泥炭 ノ分析結果 ニヨツテ Picea, Abies, Larix, Pinus, Betula, Alnus, Quercus, Salix等 ノ樹 木
花粉 二囑 スルモ ノノ外 二Ericaceae, Asteraceae, Cyperaceae, Gramineae,ノ 花粉 及 ビSphagnumノ
胞子 ヲ各暦位 カラ槍 出 シタ。帥 チ北海道上部 洪積世 二蟄 テハ既 ≧如上 ノ花粉 ヲ生 産スル種屡 ガ分布
シ・ ソ ノ當時 ノ植生 二重 要ナ ル役割 ヲ努 メテ居 タコ トガ判明 シタ ノデアル。第1表 ヲ以 テ各暦位 二
於 ケル槍 出粒 激 ヲ示 シタガ、 コ レニヨル ト樹 木花粉 中Picea及 ビBetulaノ 花粉 ガ ソノ粒藪 二於 テ
最モ 多量 二焚 見セ ラ レ、Abies,ガ 此 レニ次ギ 、 Larisx, Pirius, A】nus, Quercusノ 花粉 ハ各暦位 ト
モ少量 二過 ギナ イ。 ソ ノ他Gramineaeノ 花粉ハ 各暦位 トモ存在 シ、 Cyperaceaeハ 資料第1及 第6
二SphagnumトEricaceaeハ第6二 於 テ ノミ欠除 シ、菊科 二属 スル花粉 ハ泥炭堆積 ノ初 期及 ビ中期
二於 テ少量存在 シテヰ ノレ。斯 ノ如 キ歌 態ハ筆 者 ガ銑 二爽表 シタ邦領樺太北部 ノ沖積世 二於 ケル結 果
ト相似 タルモ ノガア リ、僅 カ ニQuercusト 菊 科 ノ花粉 ガ新 シク加ハ ツ タニ過 ギ ナイ程 度デアル。
          第1表  羽 幌泥炭 ノ各深 サ ニ於 ケル検 出花粉 ノ粒 数
   1) 山崎次 男 、 昭 和12年 、釧 路 附近 ノ下部 洪 積 世 泥 炭 ノ花 粉 分 析 、 日本 林 學 會 誌 、 第19巻 、 第12號
   2) 佐 々保 雄 、 昭和14年 、北 海 道 下部 洪 積統 釧 路統 二就 テ、 矢 部 教授 還 暦 記 念 論丈 集 。
   3) 山 崎次 男、 昭 和11年 、京 都 帝 國 大學 演 習 林 報Ri第9號 、120頁 。
   4) G.Erdtman,1936, Nene pollenanalytische Untersuchungsmethoden, Sondenick aus:E. Rubel,
     Bericht fiber das Geobotanische Forschungsinstitut Rubel in Zurich f`dr das Jahr 1935.

             第6圓 釧 路 泥 炭 花 粉 分 布 圖
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ニ コ レ等 ノ内 樹 木 花 粉 二 腸 ス ベ キPicea, Abies, Larix, Pinus, Betula, Alnus, Quercus, salix/8、 種
類 ニ ツ イ テ 、 ソ ノ百n ヲ 求 ム レ パ 第2表 ノ如 ク、 亦 此 レ ヲ 圃 示 ス レ バ 第6圖 二 見 ル 如 キ 花 粉 分 布.
:圖 ガ 得 ラ レ ル
。
(2)釧 路 泥 炭
 本 泥 炭 分 析 ノ結 果 ニ ヨ レ バPicea, Abiea, L姐x, Pinus, Betula, Qαerc巳s, Alnus, Salix, Ericaceae,
Gramineae・Cype1aceae,ノ花 粉 以 外 二 各 暦 位 カ ラSphagnumノ 胞 子 ガ 多 数 槍 出 セ ラ レ テ ヰ ル 。 第3
表 ヲ 以 テ 各 暦 位 二於 ケ ル 槍 出 粒 数 ヲ 示 シ タ ガ 、 コ レeヨ ル トPicea, Abies, Betulaノ 花 粉 ガ 粒 敷 二
於 テ比 較 的 多 量 デ ア リ 、Quercus, Pious, Alnus, Salixガ コ レ ニ次 ギ 、 SalixトF.ricaceaeハ 頗 ノレ少
量 二 止 ツ テ ヰ ル 。
 コ レ ヲ 前 項 ノ羽 幌 泥 炭 ト比 較 ス ル ニ 、 羽 幌 泥 炭 二 於 テ ハ 菊 科 ノ花 粉 ガ槍 出 セ ラ レ ル ニ 反 シ テ 、 釧 一
路 泥 炭 二 於 テ ハ 全 ク認 メ得 ナ イ コ トハ 殊 二注 意 ヲ 要 ス ル 庭 デ ア ル 。 術 前 者 ハSpyhagnum ノ胞 子 ガ
比 較 的 少 量 ナ ル ニ反 シ テ 、 後 者 ハ 各 層位 トモ 頗 ル 多 量 二 現 ハ レ 、 又Gramineae及 ビCyperaceaeノ
8花粉 ガ、羽幌 ニア ツテハ 各暦位 トモ相當 ナル粒数 二上 ルニ拘 ハ ラズ 、釧路泥炭 二於 テハ極 メテ少量
デ ァ ッテ、、殊 二Gramineaeノ 如 キハ泥炭 暦 ノ上部 二於 テ ノミ嚢見 セ ラレル ニ過 ギナ イ。又Picea,
Aibies, Betula,二 就 テモ、羽幌泥炭 トハ多少異 ル瓢 ガ認 メラ レ、帥 チ羽幌 泥炭 ニア ツテハBetulaノ
混滑 率 ガ特 二多 ク、釧路泥炭 二於 テハm位 トモ前者 二比 シテAbiesガ 僅 カニ多 ク槍 出セ ラ レテヰ
ノレo
 次 ニコレ等 ノ分析結果 二就 キ樹木花粉 二fス ベキPicea, Abies, Larix, Pinus, Betula, Quercus,
Alnus, Salix/8種 鴎 二就 テ百分率 ヲ求ムレバ第4表 及ビ第7圖 ガ得 ラレルノデアル。
       IV・ 北 海 道 洪 積 世 二 於 ケ ル 樹 種 攣 遷 二 關 スル 考 察
 第2項 二於 テ1±ベ タ如 ク佐 々理學士 ニヨノレ地質學上 ノ研究 二倹 ツテ、羽幌泥炭ハ上部洪積世二、
釧路泥炭ハ下部洪積 世二属スルコ トガ決定シテヰル。從 ツテコノ度 ノ花紛分析 ノ結果カラ得 タル花
粉分布囲モ、マタ夫々上部洪積世 及ビ下部洪積世 ノ森林構成状態 ヲ示スモノデアル。筆者ハ本項 二
於 テ先ヅコレ等爾時代 ノ樹種攣遷 ヲ別個 二論 ジ、次イデ雨者ヲ比較 シ、最後 二北海道洪積世及ビ樺
                                          趨
太 ノ洪請 世,沖 積世 ノ樹 種攣遷 トノ比 較考察 ヲ試 ミン トスルモ ノデアル。
          (1) 北 海 道 上 部 洪 積 世 二於 ケノV樹 種 ノ攣 遷
 第2表 及 ビ第6岡 二掲 ゲ タ花粉 分析 ノ結 果 カラ樹種攣遽 ヲ考察 スル ニ當 リ、先 ヅ花粉分布 圖 二於
テ、攣 化 ノ跡 歴然 トア ラバ レタルPicea, Abies, Betula二 就 テ、 ソノ清長 ノ跡 ヲ辿 ル コ トトスル。
PiceaトBetulaハ 泥炭 生成 ノ初 期 カラ各暦位、トモ相 當量槍 出セ ラレ、常 ニソ ノ當時 ノ森林組 成 二
重要 ナル役割 ヲ努 メテヰ ル。又泥 炭 ノ底部 カラ泥炭上限 二至 ル迄 ノ間 二明 ナル盛衰 ノ跡 ガ認 メラレ、
帥チPiceaハ 泥炭 ノ底部 及ビ2.0-22mノ 附近 二極大値 ガ存 シ、深 サ1.Om及 ビ2.8mノ 附近 二介
在 スル 火山灰暦 ノ上下 二於 テ 極 小値 ガ 認 メラvル 。此 ノ闇Picea及 ビAbiesハ 大艦 二於 テ、 ソ
ノ槍 出粒 数 ガiEノ 相關關 係ヲ持 シツ ツ攣 動 シ來 ツタモ ノデア リ、 ソ ノIv¥FrGハ恰 モ邦領樺 太北部 ノ沖
積 世 二於 ケル えぞまつ、 と どまつ ノ關係 ト相(ロ)一致 スル モ ノガアル。 コ ノ結 果 カラ見 ルモPiceaト
AUiesハ 既 二上 部洪陵 世二於 テモ密屡 ナ關 係 ノモr二 混滑 シテ居 タデア ラウコ トガ推 察出來 ル ノヂ
ア ル。fPJ現 在北海道 二於 テハ針葉樹林 ノ大 孚 ハえぞ まつ 、あか えぞ まつ 、 とど まつ ニヨツテ 占 メラ
レテヰル。 コ ノ内あか えぞまっ ハ ぐい まつ ト共 二生態學上 頗 ル興 味アル樹種 デ、樺 太南部 ノ亜庭 灘
滑岸 ヲ北限 トシ、北海 道黒松内附近 ヲ南 限 トスル本邦 ノ特 有種 デアル。 あか えぞ まつ ノ生(に)育地 二於
   1)山 崎次男・昭和11年 、京大演習林報告、第9號 。
   2)館 脇操・昭和11年 、北海滋裸子植物(4)、 北海道林業會報、第34巻 第3號 、135頁 。
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ヶル環境 條件 ハ、 ぐい まつ ノソレニ酷似 シテ、大部分 ハ漁原 二存在 シ、 ソノ他蛇紋 岩地帯 、温 泉湧
出地帯 、砂丘 等 ノ如 キ特殊環 境條件 ノモ トニ磯 見 スル樹種 デア ル。斯 ノ如 キ特性 ヲ持 ツあか えぞま
っガ、洪 積世 二於 テモ現 状 ノ如 キ分 布歌態 ニア リシモ ノナ リヤ否 ヤ ノ解決 ハ頗 ル困難 ナル 問題 デア
ルガ、花粉分析 ノ結果 カ ラ、本地方 二於 ケ ル樹種混滑状 態 ガ、邦領樺 太 ノ北 部 二相似 タル貼 カラ見
テ、少 ク トモ羽幌 及 ビ釧路地 方 ニハ あか まつハ存在 シ得 ズ、 ぐい まっ ガ ソノ當時 ノ特殊環 境條件 ノ
地域 ヲ占領セルモ ノ ト推定 スベ キデア ラウ。從 ツテ 分析 ノ結 果 ニア ラバ レタ、PiceaトAbiesハ 上
述 ノ如 ク、爾 者ガ常 二正 ノ相關 閣係 ニア ル コ ト、又後述 スル如 クPiceaトAbiesガ 各暦 泣 トモ80-
70封20-30° °ノ混滑率 ニア ノヒコ ト、並 二花粉分析 ノ結果 ニア ラバ レ タル樹種 混清歌態 ガ、邦領樺太
北部 ノ、 ソ レニ相似 タル鮎 カラ見 テモ北海 道洪積世 二於 テハ、本地域 ニハえぞ まつ 、 とどまつ ガ優
勢 二繁茂 シテヰ タ ト考 ヘ ラ レル、 ソ レ故 二花粉分析 ノ結 果 ニア ラバ レタPiceaハ えぞ まつAbies
ハ と どまつ ヲ代表 スルモ ノ ト、推 定 スルコ トガ出來 ル。
 次 二〇.97-1.Om及 ビ2.78-2.82m.ノ 間 二介在 スル火山友暦 ハ、 コ ノ泥炭 ノ推積 期間 巾 二於 ケル火
油 爆 獲 ヲ物語 ツ タモ ノデア ルガ、コ レ等 ノ火 山爆獲 ハPicea, Abiesノ 滑長 二直接影響 ヲ及 ボシタ ト思
バ レル様 ナ痕跡 ハ認 メラ レナ イfデ ア ル。 コ レハBetula二 就 テモ同 ジク言 バ レル虚 デア ツテ、 ソ
ノ前後 二於 テ殆 ン ド攣 化 ノ跡 ガア ラバ レテ居 ナ イ。薮 二火 山爆獲 ノ直接影響 トミラレルモ ノヲ彊 ヒ
テ求 ムルナ ラバAlnus二 就 テ 第 一回爆獲 ニ ヨツテ11.70カ ラ22.8%二 増 加 シタル跡 ヲ認 メ得 ル ノ
デア ルガ、深 サ1.4m二 於 ケ ル結果 ハ 、Alnusガ38.1%二 達 シ、 ソノ前後 二於 テ急減 シテ居 ル現象ハ 、
何等 火山 ノ爆 rハ 關 係 ヲモツテ居ナ イ。 コ レニョルモ第一同爆獲 直後 ノAlnusノ 激 増ハ、直チ
ニ火 山爆 獲 ニ ヨツテ ノ ミ直接影響 ヲ受 歩タルモ ノトハ判定 シ難 イ塵 デ アル。層如 上 ノ考察 ヨ リ當時 ノ
火 山 ノ爆JXガ ソノ附近 ノ森林構 成状態 ヲー攣 セ シムルガ如 キ廣範 園 ノ積 極的 ナ破 壌力 ヲ持 ツテ居 タ
モ ・ト・・考へ。け イ,デ ア,レ.,繍.匿 罰シテ.、既。儲 シ嫡 鮮 白頭嵯 ・ア,レ延岩癬 顯
二於 ケル花粉分析 ノ結 果 ト相 一致 スル虞 デアル。
 斯 ノ如 ク其 ノ當時 ノ火山爆 獲ハ廣 範團 二於 ケ ル森 林購 成状態 ヲ攣 化セ シムルモ ノデハ ナイガ、第
1周 及第2回 爆Rノ 前後 二於 テ、Piceaハ 減 少 シ、13etulaハ 反封 二壇大 シテヰ ル現象 ガ認 メラ.レル
コ トハ 、遇然 ノ結 果 トハ言 ヒナ ガラ、カ ・ル現 象 ガ火山爆獲 ノ時 期1一合致 シテヰ テ興味 ヲ毘 エ シメ
ル ノデアル。
 Betula二 於 テハ本 泥炭堆 積 ノ期 間中ハ相當優勢 二繁茂 シテヰ タコ トガ認 メラレ、 ソ ノ消長關係 ハ
Piceaト ハ全 ク逆 ノ現 象 ヲ現 ハ シ、且 ツ各暦位 二於 テ占 ムル混渚 率 モ、亦逆 ノ相關關 係 ニアル コ ト
   1) 山崎次男、昭和15年、日本林學會大會、84-90頁 。
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ガ知 ラ レル。 コ ノ關係ハ筆者 ガ既 二報告 シタ邦領樺 太北部 ノ沖積世 二於 ケル歌 態 ト酷似 セルモ ノデ
ア ル。次 二各居位 カ ラ磯 見セ ラレルLarixハ 、 ソノ検 出粒 数 二於 テ、 Picea, Abies, Betula二(し)比較x
レバ 、僅 少 二止 マル モ本樹種 ガ ソノ當時 二於 テ、幾分 ナ リ ト森林 構成 二關 與 シテヰ タコ トハ明 白ナ
ル事實 ヂア ル。 ソレニモ拘ハ ラズ今 日北海道 二於テ絶滅 シテヰ ル現 象ハ 、植物生熊學上 ノミナ ラズ、
ソノ他 ノ方面 カ ラ堀興 味 アル問題 デア ル。
 Pinus二 就 テハ、泥炭獲 生 ノ當初ハ15・Oノ 混清率 ヲ示 スモ、共 ノ後 ハ1.5-5.5° °ノ低率 トナツ
テ、泥炭堆積 ノ全 期 ヲ通 ジテ、Salixト 共 二森林組 成 二關與 スル コ トノ最 モ少 イ樹 種 トナツテヰ ル。
現 在北海道 二分布 スルPinusト シテ纂 ゲ ラレルモ ノハはひ まつ トこえ うまつ(Pinus pentahyla)デ
ア ツテ、はひ まつハ北海 道全般 二亙 ツテ森林限界以 上 ノ地域 ヲ占 メルコ ト多 ク、 こえ うまつハ北海
道 ノ南部 及 ビ日高山彙 ノー部 二分 布 シテ居 ル。術(ロ)後述 ノ如 ク北 海道 ノ上部 及 ビ下部洪積世 二於 ケル
樹種 配分 ノ歌態 ガ現在 二於 ケ ル邦 領樺 太 ノ北部 ノモ ノ ト相似 タル貼 カラ見 テ、上記 ノPinusハ は ひ
まつ カ ラ産出セ ラレタ花粉 ト見徴 サ レル。
 ソノ他Alnus及 ビQuercusハ 前爾 者 二比較xvバ 、多少混渚率高 ク、殊 二A】nusハ1.4m二 於 デ
38.1%、 又2.70m二 於 テ22.8%ノ 如 キ高率 ヲ示 シテ居 ルガ、コレハ寧 ・局部的影響 二基 クモ ノ トシテ
解澤 スベ キデア ラウ。Quercus二 就 テハ 、現 在北海道 二分布 スルモ ノハ、 もん ご りな ら、みつ な ら、
こな ら ノ3種 ガ睾ゲ ラ レ、 もん ご りな ら トみつ な らハ海岸 ソノ他北海 道全般 二亙 ツテ分布 シ、 こな
らハ北海道南 部及 ビ 日高 山賑 ノー部 二限 ラ レタモ ノデア ル。樺 太 二於 テモ もん ご りな ら、 みつな ら
ハ分布 シテ居 ル事實 カ ラ見 テ、藪 二検 出セ ラ レタQuercusノ 花粉 ハ恐 ラ クもん ご りな ら トみつ な
らカラ生産 セ ラレタモ ノガ大 孚 ヲ占ムル ト解 スベキデァ ラゥ。
 以上掲 ゲ タ花 紛分析 ノ結 果 二認 メラ レル樹 種攣遷 ノ概 況 ヲ要約 スル ト次 ノ如 クデ アル。
  Vo Picea, Abies時 代
  IVo Betula, Picea時 代
  IIIo Picea, Abies時 代
  IIo Betula, Picea時 代
  Io Picea, Abies時 代
            (2)下 部 洪 積 世 二於 ケノレ樹 種 ノ攣 遷
 第4表 及 ピ第7圖 二於 テ見 ル如 ク、釧路泥炭 ノ花粉 分析結果 ニア ラバ レタル現 象ハ」三述 ノ上 部洪
   1) 石井盛次、昭和16年、はひまつ並二日本産充葉松類ノ諸型 トソノ分布、日本林學會誌、第23巻 、3號 。
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積世 二所 属 スル羽 幌泥炭 ノ結果 ト相 似 タルモ ノガ 認 メ得 ラ レル。マ ヅPicea, Abiesハ 全 期間 ヲ通
ジテ優勢 ナル割 合 ヲ占 メ、殊 二Piceaハ 泥炭生 成 ノ中期 二於 テ最盛 二達 シテヰ ル。薮 二Picea, Abies
トシテ槍 出 シタ花( )粉ハ 、上部洪積世 二於 ケル ト同 ジ論嫁 ノモ トニ現在北 海道 二於 ケル えぞ まつ、 と
どまつ 二當 ルベ キヲ以 テ、 ソ ノ常時 ノ四近 二於 ケル森林 ハ全期 ヲ通 ジテ、殊 ニ ソノ中期 二於テハ え
ぞまつ、とどまつ ガ優勢 デア ツ タコ トハ明 ナコ トデアル。省 ソノ間PiceaトAbiesハ 大 膿 二於 テ、
ソノM出 粒敷 ガ正 ノ相 關關係 ヲ持 シツツ攣動 シ來 ツ タコ トハ 、羽 幌泥炭 ノ揚 合 ト同様 デア ル。Gnチえ
ぞまつ、 と どまつ ガ密 接ナ ル關 係 ヲ持 ツコ トハ 、更 二朔 ツテ下部洪 積世 二於 テモ認 メ得 ラレル事 實
ヂアル。
 BetulaハPicea二 次 イデ混清 率大'ナル樹種 デア ツテ、全期 闇 二亙 リ、森林 構成 二重要 ナル役 割
ヲ持 ツモ ノデアル。 コ レガ清長 關係 ヲ見 ル ニ深 サ60cm.及 ビ上 限 二於 テ極大値 ヲ示 シ、深 サ20cm.及
ビ底 部 二於 テ減 少セ ル結果 ガ認 メラ レル。斯 ノ如 キ現象 ハPiceaノ 潰長 トハ全 ク逆 ノ關 係 ニア リ、
即チPiceaト13etulaハ ソノ槍 出粒 数 二於 テ、負 ノ相關關 係 ノ存 スル コ トハ 羽 幌泥炭 ノ揚 合 ト同様
デァル。薮 二掲 グルBetula二 所1ス ル種類 トシテ考 ヘ ラ レルモ ノハ さ うしか んば及 ビ しらかん ば
デアル ガ、現在北海道 二於 テモ さうしかんばハ高地 二、 しらかんばハ低地 二多 キヲ通例 トシ、Pさ
うしか んばハ我國 ノ亜 寒帯或ハ亜高 山帯 ノ代表 潤奨樹 ト見倣 サ レテヰ ル。又 如上 ノ花粉分 布岡 ガ邦
領樺 太 ノ如 キ亜寒 帯北部 ノ樹種 配分 ノ欣 態 ヲ現 出 シテ居 ル鮎 カ ラ見 テモ、更 二えぞまつ、 と どまつ
.r負 ノ相關關 係 ヲ持 ツ コ トカラシテモ、 コ ノBetulaノ 花 粉 ノ大部分 ガさうしかん ば カラ生rサ レ
タモ ノ ト解 スル コ トガ安當 ナ リ ト考 ヘ ラレルモ 、 コ ノBetulaガ 代表 スル花粉 ノ根 源 ガさ うしかん
ば 二丁 ツ コ ト多 キヤ、將又 しらかん ば 二倹 ツコ ト多 キヤ ノ問題 ハ更 二此 ノ種 ノ研究 ガ進 展 シタ後 日
二譲 ラナケ レバナ ラナ 孝。
 本結 果 ニア ラバ レタルLarixハ 、上部 洪積 眈二矯 スル羽幌it ノ結 果 ト共 二、頗 ル興 味 アル樹 種
デアツテ、北海道 下部洪債1ニ ハ既 二Larixノ 分布 ガ認 メラ レル虚 デ アル。 泥炭最低部 二於 テハ
11.1%ノ 混清率 二達 シ、 ソノ後漸次減 少 シテヰ ル。Pinus及 ビQuercusハ 各居位 トモ大 ナ ル消長 ヲ
認 メ得 ズ、僅 少ナ ル混清率 ヲ示 スニ過 ギナ イ。又 藪 二現 ハ レタPinus及Quercusモ上部洪 積 世二
於 テ述 ベ タル論稼 ヲ適 用 シテはひ まつ 及 ビ もん ご りなら、みつな ら ト解 スル コ トガ出來 ル。Alnus
及 ビSalixハ 更 二混溝率小 トナ ツテ、全 ク槍 出 シ得 ラレナイ暦位 モ存 シテヰル。
 以上分析 ノ結 果 二現 ハ レタル樹種攣遷 ノ概 況ハ 、次 ノ如 ク要約 スノヒコ トガ出來 ル。
    IVu Betula, Picea時 代
    IIIu picea, Abies時 代
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     11u P,etula, Picea時 代
     Iu Picea, Abies時 代
        (3)上 部 洪 積泄 及 ビ下 部 洪 積 世 二於 ケノレ樹 種 憂 遷 ノ比 較
  北海道 洪積世 二於 ケ ル樹 種攣遷 史 ノー・部 ガ羽幌 及 ビ釧路泥n=就 テ ノ花粉分析 ノ結果 ヲ根嫁 トシ
 テ、薮 ニ ソノ概況 ガ鮮明 セ ラ レル ニ至 ツタ ノデアル。本 項 二於 テハ如上 二基 キ、上部洪積 世及 ビ下
部 洪積 世 ノ樹 種攣遽並 ニ ソノ他植生攣 化 ノ相違 ヲ吟 味セ ン トスルモ ノデ アル。
  北海道 二於 テハ、上部 及 ビ下部 洪積 瞳共 二PiceaトAbiesガ 優勢 ナ ル繁 茂 ヲナ シ、爾時代 ヲ通
 ジテえぞまつ、 とどまつ ノ混活林 ハ終始森林 組成 ノ重要因子 デア ツ タコ トガ認 メラレル。Betulaハ
マ タPicea, Abiesト 同様 爾時代 二1三要ナル役割 ヲ努 ムル樹 種 デアツテ、一般 上部洪 積 世二属 スル羽
幌 地方ハ下部 洪 債 置 ノ 釧路地方 ヨ リ全期 ヲ通 ジテ 更 二優勢 二繁 茂 シタコ トガ認 メラ レル。然 シナ
ガ ラB3tulaノ 清長 ハ常 二Piceaノ 潰長 トハ相反 シ、即 チPiceaノ 増 大ハBetulaノ 退 却 ヲ示 シ、
Piceaノ 減 退ハBetulaノ 増大 ヲ意味 スル鮎 、上部 洪積世 二於 ケ ルモ ノ ト何等 異 ル庭 ハナ イ。
 次 二Larix二 就 テハ 、下部洪 積 世二於 ケル泥炭生成 ノ當初ハ混 清率 ガ11.1%二 達 スルモ、 ソノ
後漸次減 少 シテ、表暦 近 クニナ ツテハ 僅少出現 スル ニ渦 ギナ イ。上部洪 積fir=於 テハ多少 溝長 ノ跡
ヲ認 メ得 ラ レルモ、一般 二各暦 位 トモ混情率低 ク、下部洪 積 世 二於 ケ ル如 キ漸 減 ノ傾 向ハ認 メラv
ナ イ。Pines, Alnus及 ビQuercusハ 何 レモ雨時代 ヲ通 ジテー様 二低率 ナル混滑 ヲ示 シ當 時 ノ森林
組 成=ii iナ ガ ラ關 與 シテヰ ル。
 爾樹種攣遷 ノ概況ハ 、前項 ノ如 ク、上部 洪積 肚 二於 テハIo. IIo. IIIo. IVo.▽o.ノ 時代 ガ現 ハv、
Picea,13etula時 代 二始 マ リ、次 イデ13etula, Picea時 代 トナ リ、 コレガ反復 ヲナ シテヰ ル。下部洪
積lit二 於 テハIu. Ilu.--lu. IVu.ノ 圧芋代 ガ現 ハ レ、 Picea, Abics時 代 二始 マ リ、次 イデ13etula, Picea
『時 代 トナツテ
、之亦一回 ノ反復 ガ認 メラレル。斯 ノ如 キ樹 種 ノ潰長 ヲ起 スベキ原 因 トシテ 堅ゲ ラv
ルモ ノハ 、(1)山 火 ニヨル焼 失、(2)火 山 rニ ヨル破壌 、(3)暴 風雨 ニ ヨル倒壌 、(4)昆 最 ニ ヨル被
害 、(5)土 壌 ノ攣化 、(6)氣 候 ノ攣 化等 デ アル。 コレ等 ノ内 山火、火山 ノ爆JX、 暴風 雨 、昆轟 等 ニ ヨ
ル森 林破 壌ハ 、何 レモ比 鮫的局 部的 二獲 生 スル森 林被害 ヂア リ、 且ツ突 獲的 ノモ ノ ト考 ヘ ラレル。
土壌 攣化モ多 クノ場 含局部的 デア リ、又 突 獲的 デアル揚合ガ 多 イ。從 ツテ コレ等 ノ原 因 ニ ヨル森 林
構 成 状態 ノ攣 化モ亦急 激 ニシテ、且 ツ ソノ圓 復モ比較 的長期間 ヲ要 シナ イ場命 ガ多 イ。然 ル ニ最後
ゴ睾ゲ タ氣 候攣化 ノミハ 、頗 ル長期 二亙 ル攣 化デア ツテ、 ソレニ ョツテ超 ル森林構 成状態 ノ攣 化モ
ー般 二漸 進的 ナモ ノデ アル。藪 二掲 グル花{,分 布圖 ニア ラバ レタ攣 化ハ 、上部洪 磧 世及 ビ下 部洪積
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世 二於 ケ ル、頗 ル長 キ年 月 ノ闇 二起 ツ ダモ ノデ、而 モ ソノ攣 化 ガ著 シク漸進 的 デアル貼 カ ラ見 テ、筆
者ハ ソ ノ原因 ヲ氣候攣 化 二求 メザ ル ヲ得 ナイ。殊 二花粉 分析 ノ結 果 ニア ラバ レタル樹 種攣遷 史ハ、
直チ ニ氣 候攣化 二結,ビ ツケル コ トヲ以 テ、欧米諸學 者 ノ定論 トナ ツテヰ ル。然 ラバ斯 ノ如 キPicea,
Betulaノ 消長 ガ如何 ナル氣 候條件 二支配 セ ラレタモ ノデ アル カバ、 寒冷 ノ盛衰 、 乾 漁 ノ交替等 ガ
考 ヘ ラ レル毛 、 コレガ解決ハ 、更 二此 ノ種研究 累積 ノ後 日 二譲 リタイσ
 羽幌 及 ビ釧路泥炭 二於 テハ何 レモSphagnum ノ胞.rガJX見 セ ラ レ、當 時水薩 ガ生育 シテヰ タ コ
トヲ示 シテヰ ル。殊 二釧路泥 炭 二於 テハ各層位 トモ多量 二槍 出セ ラ レ、下部洪積 世 二於 テ有 力ナ ル水
癬漁原 ノ獲達 シテヰ タコ トガ窺バ レル 。又 釧路 泥炭 二於 テハGramineae及 ビCyperaceaeノ 花粉 ガ
少Aナ ル ニ反 シテ 、羽幌 泥炭 二於 テハ相 賞景檎 出セ ラレ・更 二釧路 泥炭 二見 ラレナ イ菊科 ノ花粉 ヲ
褒見 スル コ トハ注 意 ヲ要 スルfデ アル。將 シテSearsノ 説(ロ)ク如 ク菊科 及禾本科 ノ花粉 ガ乾 燥 ヲ意 味
スルモ ノデアルナ ラバ、叙 上 ノ如 ク水癬 ノ多少 ト併 セ考 ヘテ 、羽幌泥炭 ノ嶋 スル上部洪 積世ハ 、釧
路泥炭 ノ届 スル下部洪 積 世 ヨ リモ乾 燥 シテヰ タ事實 ヲ認 メ得 ル ノデアル。
       (4)北 海 渣 洪 積 世 ト現 在 二於 ケ ノγ森 林 構 成 状 態 ノ比 較
 北海道洪 積 世二於 テ検 出 シ得 タ各 樹種 二就 テハ 、前項 二於 テ詳論 セル庭 デ、Larixヲ 除 ク他ハ審
ク現存種 ト認 メラルベ キモ ノデアル。Llrixハ 洪積 眈二於 テ、 ソノ混活率僅 少 ナ リ トハ云 へ、當時
ノ森 林組 成 二關 與セル コ トハ分析結 黒ニ ヨツテ誰明 シ得 ラ レタ庭 ヂアル ガ、何故 力今 日ハ絶滅 シテ
本道 ノ現 存森林 カラ影 ヲ没 シテヰ ル。
 北海 道現 在 二於 ケル森 林'二就 テハ 、既 二諸學 者 ニ ョツテ、詳 細ナ ル調 査研 究 ガ途 ゲ ラレテ、 ソノ
構成歌 態モ略z鮮 明セ ラル ル ニ至 ツ タモ ノデア ル。現 存 スル針 鰻樹 トシテハ えぞまつ、と どまつ、ガ
最大 ノ分布 面積 ヲ占 メ、 ソノ他 あか えぞ まつ、かや 、い ちゐ 、えぞいぬがや 、はぴまつ 、こえ うま
つ、ぴ の きあすな ろ、 りし りびや くしん 、等 ガ自生 スルモ 、前者 二比 較 スレバ、分布 面積 ハ頗 ル局( )
限セ ラレタルモ ノデアル。 えぞ まつ、 と どまつハ現 在北海道 及 ビ樺 太 二於 テ、最 モ優勢 二生育 セ ル
重要樹種 デア ツテ、モ トモ ト爾種ハ大rヨ リ渡 リ、樺太 ヲ経 テ南下 シ、本 州 二達 セズ シテ、北海道
二限 ラ レタル特徴種 トサ レテヰ ルb筒(の)前項 二於 テ述 ベ タル如 ク、本 種ハ既 二上部 及 ビ下部洪績 世二
於 テモ生育 シ、極 メテ優勢 二繁茂 セルモ ノデア ツテ、花 粉分析結 果 ヨリ、樹 種 ノ攣遷並 二氣候攣化
ヲ推 論 スル タメニハ 、指標 植物 トシテ最 モ重要 ナル地位 ヲ占ムルモ ノデアル。
   】) Sears,1931, Pollen Ana】ys;s of Mud Lake Bob in Ohio, F,cology. Nn.12, P. fi35.
   2) 宮部金吾、昭和10年、北海這ノふろら、日本學術協會報告、903頁 。
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 北 海道洪積世 二於 ケ ルPiceaトAbiesハ 上述 ノ如 ク、各蒔代 トモ正 ノ相關 關係 ヲ有 シ、常 二Picea
ガ優勢 デ.x Abiesガ 随 律 セル様 ナ外貌 ヲ持績 シテヰ ル。 ソ レ故 ニ コノPicea二 屡 スル えぞ まつ ガ
Abies=1ス1レ と どまつ テ封 シテ、如何 ナル混渚歩合 ニア ルカバ 、現在 北海道 二分 布 スルえぞ まつ、
と どまつ、並 二樺太 二於 ケル雨樹 ノ混滑率 ト封比 スル鮎 二於 テ、興 味 アル現 象 デアル。
 北海道洪積 世 二於 ケルPiceaトAbiesノ 混渚:歩合ハ第1表 及 ビ第3表 ヨ リ算 出 シタ、幽第5及 ビ
第6表 ノ結果 カラ大略 ヲ窺 フコ トガ出來 ル。
        第5表 釧路 泥炭 ノ各麿位 二於 ケルPicea, Abiesノ 百分率
     
         第6表 羽 幌泥炭 ノ e二 於 ケ ルPicea, Abiesノ 百分率
   
   
   
   
   
   
   
   
 コ レニヨツテ見 レバ 、Piceaハ80-70男 、 Abiesハ20-30° °_ シテ、常 二Piceaハ 絶 封優勢 ヲ
持績 シ・邦 領樺 ζ北部 ノ現 在 二於 ケ ・レ・えぞ まつ・ とど まつ 混清林 ノ醐 瞳混滑比 嘲 一致 シテヰ
ノレo
 現 在北海道 二於 ケル えぞ まつ、 とどまつ ノ混滑率 二就 テハ松 田 昌一氏(ロ)ノ本道國有林 施業按 編成林
分 ノ81個 事業 匿、 ソ ノ,面積2157,160陪 ノ調 査結 果ヲ引用 シタモ ノデア ル。北 海道南 部及 ビ海 岸地 帯
ノ殆 ン ド総 テハ 、とど まつ ガ絶封 優位 ヲ占メ、僅 力 二中央 部或ハ ソノ他 ノ山岳地 二於 テ ノ ミ、 えぞ
   1)松 田昌・一・昭和11年、北海道國有林 とどまつ、えぞまつ分布駿態、北海道林叢會報、第34巻7號 。
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まつ ガ凌 駕 スル結果 トナ ツテヰル。同氏 ノ示 シタ漉溝率 ぐ材積 ニヨツタモ ノデアルガ、 えぞまつハ
とどまっ ヨ リモ壽命長 ク、大維級 二富 ム コ トハ ー般 ノ現象 デアル カ ラ、材積 漉渚比 ヲ、本数 ニヨル
混清歩 合 二換 算 スルナ ラバ、更 二とどまつ ハえぞ まつ 二比 シテ優勢 ナル結果 ガ得 ラ レルデア ラウ。
 斯 ノ如 ク北海 道現存林 二於 テハ 、全般 的 二と どまっハ えぞまつ ヨ リモ優勢 二繁茂 セ ルモ ノデアル
ガ、 コ レヲ緯度 ノ黙 ヨリ見 ルナ ラバ、南 方 二とどまつ多 久 北方 二えぞまつ ノ幌 清歩合 ヲ増加 スル
傾向 ガ認 メラレ、-7夕 高距 ノ貼 ヨ リスルナ ラバ 、;.地 二と どまつ多 ク、海 抜高 ヲ壌 スニ随 ツテえぞ
まっ ノ混滑率 ヲ増大 シ、山岳地帯 二於 テハ却 ツテえぞ まつ ノ優勢 ナル森林 モ見 ラレル。 只花粉 分析
法 ヲ適 用 セル弱幌及 ビ釧路地 方 二於 テハ 、何 レモ と どまつ ノ混渚率 ガ絶封 優勢 トナ ツテヰ ル。
 要 スル ニ北海道洪積 世 二於 テハ、Piceaノ 混渚 歩合ハAbiesヨ リモ大 デア ルガ、現存森 林 二於 テ
ハ反封 二Abiesノ 混清率 ガPicea・ ヲ凌駕 シテ、 ソノ間 二顯 著 ナ差異 ガ認 メラレル。自Pチ洪積 世 二
於 テハ 、えぞ まつ ノ優勢 ナ ルえぞ まつ、 とどまつ混渚林 デアツ タモ ノガ、沖積世 二入 ツテ現在 ノ如
キと どまつ ノ優勢 ナル とどまつ 、えぞ まつ林 二移行 セル コ トヲ認 メ得 ル ノデアル。
    (.5)北 海 道 洪 積 世 ト樺 太 洪 積 世 及 ビ沖 積 世 二於 ケノv樹 種 墾 遷 ノ比 較
 北海 道 ノ上 部及 ビ下部洪積 世 二於 テ槍 出 シ得 タ樹種ハPicea, Abies, Larix, Pinus, Betula, Alnus,
Quercus, Salix/S 1デア ル。然 ル ニ筆 者 ガ既 二報告 シタ、邦領樺太北部 ノ上部洪積世 及 ビlll1積
世 二於 ケ ル結果ハ 、Quercusヲ 除(ロ)ケバ、 ソ ノ弛 ハ誰 ク共通 シタ樹 種 トナ ツテヰ ル。 Quercusハ 、現
在北海道 二於 テハ廣 ク分布 シテ居 ルガ、樺太 二於 テハ極 メテ少 ク、 もんご りな ら、みつ な ら、 ガ局
部的 二生育 スルニ過 ギナ イ。、帥 チ菅原繁藏 氏(くヨ)ニヨレバ、 もん ご りな らハ東海岸 二於 テハ 、知取近邊
マデ達 シテ灌木歌 ヲ呈 シ、西海岸 二於 テハ 、珍 内 、恵須 取 ノ附近迄分布 シ、又亜庭Yin岸 地方 ニテハ
喬 木 トナ リ、又みつ な らハ樺 太南端 及 ビ亜庭 濁西滑岸 地方 二分布 スル ト云 フ。帥チQuercusハ 他
樹種 二比較 シテハ 、 ソ ノ分 布頗 ル少 ク、殊 二筆 者 ノ既 二報告 セル敷香 、野頃 、保恵附近 ノ花粉分 析
結果 ニハ認 メ得 ナ イfデ アル。斯 ノ如 クQuercusノ 分 布 ガ僅 少ナル タメ、樺 太北部 ノ花粉分析結
果 ニパ認 メ得 ラレナ イ トシテモ 、北海道洪積 世 二於 ケル、ソノ當時 ノ森林構成 ニア ヅカツ タ樹種 ハ 、
現在樺 太 二存在 スル樹種 ト略 ζ一致 シタモ ノ ト云 フコ トガ出來 ヨウ。.
 次 二花粉分布 岡 ヨリ見 ル如 ク北海道 ノ上部 及 ビ下部洪積 世 二於 テハ 、何 レモPicea,13etulaガ 優
勢 デ、 コレニAbiesガ 随件 シテ、 Picea, Abies, Betu]a,ガ 主要 ナ ル森林組 成 ノ役割 ヲ果 シテヰ ル。
   1) 山崎次男、昭和12年、花粉分析ニヨル邦領樺太ノ樹種憂濫 ノ考察、日本林學會誌、第19巻 、第9號 。
   2) 菅原繁藏・昭和14年、樺太植物圖誌、1723頁 。
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コ ノ黙樺太1中積 世 二於ケ ルえぞ まっ 、と どまつ 、 さうしか んば ヲ主要樹種 トスル森赫組 成 ト相似 タ
ルモ ノ ト思 フ。 マ タ北海道 洪積世 二於 テハ、 ソノ泥袈磯 生 ノ當初 カラ表 暦 二至 ル迄 、PiceaトAbies
ハ常 二IEノ 相 關關係 ヲ持 シ、 Piceaト13etulaハ 負 ノ相關關係 ニアル コ トハ、樺太 北部 ノ敷香 、野
頃 、保恵 、等 ノ沖積世 二於 ケル えぞ まっ、 とどまつ、 さ うしかんば ノ相互 關係 ト略 合致 スルモ ノガ
ア ル。然 ル ニBetula, Picea二 就 テハ北海 道上部 及 ビ下部洪積世 ノ長 年 月 二亙 ツテ 、頗 ル漸進 的 ナ
滑長攣 化 ヲ認 メル ノデ アルガ、樺 太沖積世 二於 テハ、 カ ・ル攣 化 ノ跡 ヲ見 出 シ得 ナ イ。自ロチ コレハ
爾 者 ノ地理的關 係、マ タ時代 ヲ異 ニスル:L.ア ラハ レタ特徴 デアル。
 次 イデPinus,1.arix, Alnus, Salix二 就 テハ 、北 海道洪積世 デハ何 レモ僅 少ナ ガラ、當時 ノ森 林組
成 二關與 セ ルモ ノデ、邦 領樺太北 部 二於 ケ ル沖積世 ニア ラバ レタ歌 態 ト略 ミ相似 タル結 果 トナ ツテ
ヰ ル。
 樺 太 沖積 世 二於 ケルえ ぞまつ、と どまつ ノ混溝 歩合 二就 テハ筆者 ガ既 二京都帝國大學演 習林報告
第9號 二於 テ詳細 ナル磯 表 ヲナ シテヰル。 ソv=aレ バ樺 太北部 二於 テハ えぞ まつハ と どまつ ヨリ
モ優勢 デ、略z80:20ノ 比率 ヲ占 メ、南部 二於 テハ反封 二と どまつ ガえぞまつ ヨ リモ優勢 ナル歌態 ニ
ア リ、斯 ノ如 キ現象ハ 沖積世初期 カラ何等 ノ攣化 ヲ認 メ得 ズ、帥チ 沖積 世 二於 ケル長 キ年 月 二亙 ツ
テ北部 二えぞ まつ 、南部 二とどまつ ガ優勢 ナ ル混溝率 ヲ占ムルモ ノデア ル。
 前項 二於 テ述 ベ タル如 ク、北海 道洪積世 二於 ケルえぞ まつ 、と どまつ ノ混渚 率ハ80-70封20-30
ノ比 率 トナ ツテ 、邦領樺 太北部 二於 ケル えぞ まつ、 と'どまつ ノ混 渚比 トー致 シテヰ ル、マ タ斯 ノ如
キ混溝率ハ下 部洪積世 ノ泥炭磯 生 ノ當初 カラ、上 部洪積世 ノ泥炭 上暦部迄殆 ン ド攣化 ヲ認 メ得 ナ イ
庭 デ、邦領樺 太北部 ノ沖積 世當初 カラ今 ロニ至 ル迄 ノえぞまつ 、と どまつ ノ混滑 率 ノ経過(ロ)ト相 一致
セ ル現象 デア ル。
 斯 ノ如 ク北海 道洪積 世 二於 テハ えぞまつ 、と どまつ ガ相當優勢 ナ ル繁 茂 ヲナ シ、 ソノ混滑 歩合ハ
邦 領樺太北部 ノ沖積世 二於 ケ ルガ如 キ割合 ヲ占 メクコ トハ明 トナツ タガ、更 ニ ソレ ト同時代 ノ樺 太
二於 テハ、既報 ノ如 グBetu】aノ ミノ優勢 ナル時代 デPicea,及 ビAbiesハLarix, Pinus, Alnus等
ノ如 キ他樹種 ヨリモ更 二小ナ ル滉滑率 トナ ツテヰ ル コ トハ注意 ヲ要 スル黒占デアル。
 要 スルニ北 海道洪積 世 二於 ケ ル森 林構 成状態ハ 、邦領樺 太北 部 ノ森 林構成歌態 ト酷 似セ ルモ ノガ
ア ツテ、殊 二樺 太及 ビ北 海道 二於 ケル支配樹種 トシテ現在 優勢 二繁 茂 セ ルえぞまつ、 とどまつ ヲ指
標植 物 トシテ考察 スルナ ラバ、 ソノ闘 ノ清 息 ガ更 二鮮 明 トナ ルデア ラウ。北海道洪 積世 二於 テハ え
   1)山 崎次男、昭和11年 、樺太原生林 二於ケルえぞまっ、とどまつ混湯状態 イ研究・京大演習林報告、
    第9號 。
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ぞ まつ 、とどまつ ノ混溝:歩合 ハ略a80-70:20-30ノ 割合 デ、北海道現在 森林 ノとどまつ ノ優勢 ナル
割 合 トハ全 ク相違 シ、寧 ロ邦領樺 太北部 ノえぞ まつ 、とど まつ ノ混滑率 二酷似 セ ルモ ノデア ル。術
ソノ當時 邦領樺太北部 ノ上部洪積 世 二於 テハBetulaノ ミ優勢 ナル森林 ガ存在 シ タノデア ル。從 ツ
テ北海 道洪積世 ノ森 林ハ邦領樺 太北部 ノ森林 二酷似 シ、 ソノ當時 ノ邦 領樺太北部 ノ'Betnlaノ ミノ
森林 ・＼ 今 日北樺 太 ノ北部 或-・ ソレ以 北 二於 テ、 ソノ例 ヲ求 メル コ トガ 出來 ルデア ラウ。故 二北海
這洪積世 二於 ケル氣候 モ、今 日ノ北海 道 ヨリモ更 二寒冷 ナ リシモ ノ ト認 メラレル。
       V・ 北 海 道 洪 積 世 二 於 ケ ルLarix分 布 二 關 ス ル 考 察
           (1)現 在 東 亜 二 於 ケノγか ら まつ 薦 ノ分 布
 現 今東 亜 二分 布 スルか らまつrハ か らまつ、 ぐい まつ、て うせ んか らまつ 、まん しうか らまつ 、
だ湾、りあか らまつ 、北 支か らまつ 、四 川か らまつ、 ぴま らやか らまつ ノ6種2攣 種 デア ルガ本論 二
於 テ述 ベ ン トスル北海道 ト地理的分布 二於 テ比較的關係深 キモ ノデ、且 ツ林 業上重要 トセ ラレル種
類ハ次 ノ3種2攣 種 デ ァル。
 (1) か らまつ 本州 中部
     Larix Kaempferi Sargent(Larix leptolepis Murrray)
 (2) ぐV・まつ(し こたん まつ)樺 太 ㍉干島(色 丹島 、揮捉 島(ロ))カムチヤ ツカ
     Larix dahurica Turczaninow var. japonica Maxim(Larix Gmelini Ledebour)
 (3)て うせんか らまつ 、朝鮮成 鏡北道鏡城郷 カラ日本海岸側 ノ山地 ヲ経 テ南ハ江原道!金 剛山
    迄(ぼ)
     Larix algensis Henry var.-koreana Nakai
 (4) まん しうか らまつ、 ウス リー南部 及満洲國 、間 島 、東安 、三江 、牡 丹江 、吉林各省並 二朝
    鮮域鏡 、南 北爾道 ノ北部 一帯(ぐヌ)
     Larix algensis Henry
 (5)だ ふ りあか らまつ、満 洲國 、大興安 嶺 及バ イカル湖 以東 、ア ムール、滑海 州迄(ロ)
     Larix Gmelini Gordon
   .1)館 脇操、昭和11年、北海道産裸子植物・北海道林業會報・第43巻 、第5號 。
   2-4)巾 井猛之進、昭和13年、満鮮二自生ス)レ松柏類ノ種類並二其 ノ分布ノm、 朝鮮山林會誌、第165號
     32頁。
   3)高 橋基生、昭和16年、東亜 二於ケル落葉松厨ノ分布 ト其ノ環境生態的特性、植物及動物、第9雀 、第4
    號、489頁0
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 以上 ノ内 ぐい まつ 二關 シテハ分 類學上種 々ノ異論 ガア リ、 ソノ學 名 二關 シテモ吾 人 ノ取捨 二苦 シ
ム虚 デアル、筆 者ハ牧野博士 ノ日本植物総 覧 ニ ヨツテLarix dahurica Turcy, var. japonica・Max.ヲ
以 テ示 シテオ ク。
 か らまつ属バ東部 シベ リヤ ノ全 森林帯 、満洲 及 ビ朝鮮 ノー部 、樺太 及 ビ千島 ノー部 、本 州 中部 二
亙 ツテ廣 ク分 布 セ、種 々 ノ群 叢 ヲ構成 シテヰ ル。地理 的分布 ヨ リ見 ルモ 、本種 バー般 二北方 二多 ク
殊 二だふ りあか らまつ 、 ぐV・まつハ北方 ヲ好適 地 トシ、だふ りあか らまつハ シベ リヤ ニ於 テ、本 種
ノ ミデ森林限界 ヲ示 ス コ トガ アル ト云ハ レテヰ ル。か らまつハ本 州 中部 二分布 シ、亜高山帯 ノ代表
樹 種 ドシテだけかん ば、 しらび そ、おほ しらび そ、た うひ 、こめつが ト共 二激 ヘ ラ レルモ ノデ アツ
テ、地理的 二見 レバ だふ りあか らまつ、 ぐV・まつ ヨ リモ南方 二生育 シ、 ソノ適地 バ本州 中部 ト云 フ
極 限セ ラ レタル地域 二止 ツテヰル。
          (2) ぐい まつ 及 ビか ら まつ ノ生 態 學 的 特 性
 本 論 二於 テ考究地域 トナ ツテ居 ル北 海道 ニハ、現 二か らまつ属 ノ自生 セルモ ノヲ見 ナイガ、 コ レ
ニ隣 接 スル樺 太及 ビ千 島列島 中、色丹 、揮捉 ノ爾 島 ニハ ぐい まつ ガ分 布 シ、本 州中部 ノ亜高 山帯 二
於 テハ 、か らまつガ分 布 シテ居 ル。故 二本 項 二於 テハか らまつrノ 内デ北海道 ト地理 的並 二生態學
的 條件 二於 テ、比較 的近 縁 ヲ持 ツ ト考 ヘ ラレル、如 上ノ爾地方 二分布 セ ノレぐい まつ及 ビか らまつ ノ
生態學 的特性 ヲー様考察 スル。
 ぐい まつハ樺 太 二於 テハ杢 島 二亙 ツテ分 布 シ、特 二東海岸 方面 二多 ク、一一般 二本地 方特有 ノ漁原
上 二生育 スル ノガ通例 デ アル。殊 二留 多加川 、鈴 谷川 、内淵 川 ノ下流域 及 ビ幌内川流域 ノ ぐV・まつ
林 ハ ソノ代表 的 ノモ ノデ 、多 クハ 水蘇 漁原 ノ周邊 ヲ占領 シテヰ ル。其 ノ他 河川 ノ流域 ニアル低漁地
並 ニ ソレ等 ノ下流域 二展開 スル洪 積暦 ノ丘陵壷 地 二純林或 ハ えぞまつ、 とどまつ ト共 二混渚林 ヲ形
成 スル毛 ノガ アル。以上 ハ何 レモ漁潤 地 二生育 スル例 デアルガ、幌内川 ノ支流 ニシテ敷香 町郊 外 二
流 入 スル、チ ヨロナ イ川 下流 ノ砂丘地 二生育 シテ居ル ぐV・まっ ノ如 キハ 、 ソノ環 境條件 二於 テ全 ク
異 ルモ ノガア ル。樺太西 海岸 二於 テハ ぐい まつハ名 寄川以北 ノ海岸 二分布 シ、來 知志川 ノ下流 二在
ル、來知志湖 ノ周邊 二焚達 セ ル水蘇漁 原 ノ ぐV・まつ林 ヲ以 テ最大 トシ、爾 マ タ其 ノ他 河川 ノ流 域 二
存 スル低4地 上 ニハ依然 小面積 ナ ガラ、 ぐv・まつ林 ヲ形成 スル庭 ガ アル。更 二來 知志湖及 ビ珍 内附              o
近 ノ海岸 ニハ砂丘 上 二疑性 ぐい まつ ガ散鮎 シ、上述 ノ敷 香郊外砂丘地 ノぐい まつ ト共 二本樹種 ハ乾
燥地 二於 テモ、ナ ホ ヨク生育 シ得 ル コ トヲ物 語 ツテヰ ル。 コレ ニ反 シテ山地 二於 ケル ぐv・まつ ノ分.
布ハ 極 メテ少 ク、稀 二えぞまつ、 とどまつ ト混生 スル揚 合ガア ル。 筆(ロ)者ハ東海岸新 間lll下 流 二近 キ
   1) 菅原繁藏・昭和12年 ・樺太植物圖誌・109頁Q
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右岸 ノ山地デ、ぐV・まつガ局部的 二純林ヲ形成セル個所 ヲ見出シタノデアル。然ルニコノぐいまつ
林 ノ生育地ハ、西及西北二面セル急斜面デ岩屑多キ十壌 ノ王二水蘇ガ爽達 シテ、恰モ高位泥炭地 ノ
表面 二於ケルガ如キ歌態ヲ呈 シタ所デアル。叙上 ノ他 二ぐいまつハ現 二えぞまつ、とどまつ ノ李坦
林ガ山火ニョツテ1肯失シタ揚合ニソノ跡地 二先駆者 トナツテ、やなぎ、かば類 ト相共 二侵入シ、甑
=#F.樹 トナツテ良好ナル生長 ヲ途 ゲツツアルモノヲ目隙スル。又稀 ニハ ぐいまつ母樹林二近 キ由
地 ノえぞまつ、とどまつ林ガ焼 失シタ跡 二、他 ノ第二次侵入樹種 ト相互 シテ生育シツツアル現象ガ
見 ラレル。倫筆者ハ樺太北部 ノぐv・まつ林 ヲ謝象 トシテ、植物生態學上 ヨリ見テ群叢 ノ類別ヲ試 ミ
タル結:果ヲ既二嚢表 シタ庭 デアル(リ)。
 次 二千島列島二就テハ、 ソノ南端 二近 キ色丹島及 ビ揮捉島二分布 スルノミデ、ソノ他 ノ諸島二於
テハ未 ダ護見セラレテ居ナイ。館脇操博士 ノ調査 ニヨレバ、色(ロ)丹島二於テハ、ソノ分布ガ極 メテ局
 酔
部的 デ南 方海 岸 二少量 産出 スル ノミデアル。鐸捉島 デハ 、之 二比較 スル ト分布Pfl域 ガ廣 久 ソノ所
生地 ハ適 潤地 カラ、漁潤地 二亙 リ、適潤地 トシテハ 、海岸墓 地、 山腹 、文 山火跡 地 二生育 シテ、 ぐ
い まつ、 ち しまざさ群叢 ヲ形成 シ、漁潤地 トシテハ樺 太 二見 ル如 キ漁原 二生育 スルモ ノデ、 ぐい ま
っ、わた すげ 、ほ ろむ いすげ基群叢 ガ代 表的 ノモ ノデ アル。P本 島 二於 テハー見砂丘上 二成立 スル
r見 ラ レル ぐい まつ林 ガ存 スルモ、 コレハ砂丘 ノ破壊 ニ ヨツテ、砂丘 背後 ノ漁 地 二立 ツテヰ タモ ノ
ガ、飛 砂 二埋淡 シテ、現在砂原 二立林 シタモ ノデア ル ト云ハ レテヰ ル。
 上述 ノ如 ク ぐ坐 まつハ樺 太、 千島 二於 テハ 、 ソノ分 布面積 ノ大 牟ハ 、Y原 ニョツテ 占 メラレ、海
岸 ノ砂 丘地或 ハ 山腹等 ノ面積 ニハ限定 セ ラレタル感 ガアル。又森林面積 ノ大牟 ヲ占 メル えぞまつ 、
と どまつ 、 さうしかん ば ノ生育地 ニハ殆 ン ド爽見 シ得 ラレナ イ。斯 ノ如 キ實例 ニヨツテ見 ルモ、 ぐ
い まつハ水分過剰 ノ低燃地並 二砂 丘 ノ如 キ乾燥 地 二於 ケル雨極 端 ノ環境條件 ニモ生育 シ得 ルモ ノデ
乾漁共 二良 ク耐へ得 ル顯著 ナ特性 ヲ有 シテ居 ル ト云 ヒ得 ラレル。
 ぐい まつ 二關 スル カカル特性 ハ亦 ソノ他 ノか らまつ屡 二就 テモ適合 スルモ ノデアツテ、一般か ら
まつ圏 ノ生態學的 特性 二就 テハ既 二高橋基生 理學士 ニ ョツテ論ゼ ラレテヰ ル。 帥(ぐう)チソ レニ ヨレバか
らまつrハ(1)著 シイ陽光樹種 デ アツテ、(2)乾 漁共 二良 ク耐へ得 ル ト云 フ特性 ガアル、(3)
pH二=rシ テノく比較的狭 イ範園 ノ適 磨 性ヲ持 チ、 ソ ノ値ハ4前 後 カラ7前 後 二亙 リ、一般 二酸性 側
二偏 シテ存立 スル 、 (4)養 料 二封 シテハ瘡肥共 二廣 ク存 立 スルガ、特 二惰悪地 ヲ好 ムモ ノデハナ
   1) 山崎次男、昭和9年 、 ぐいまつ林 ノ天然分布 卜群叢ノ類別 二就テ、京大演習林報告、7號 。
   2) 館脇操、昭和14年 、揮捉島中部ノ植物群落、北海道林業會報、第452號 、10頁 。
   3) 高橋基生、昭和16年・植物及動物・第9春 ・第4號491-496頁 。
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イ。、
 更 二本州 中部 ノ亜高 山帯 ヲ郷 土 トスルか らまつ 二就 テ見 ル ニ、火 山性 ノ未 爽達 一h壌二生育 スルモ
ノ、尾瀬 沼 、 日光戦 揚 ケ原等 ノ如 キ漁原 二生育 スルモ ノ、叉 山腹 ノ適 潤地 二存 スル モ ノ等 ア ツテ 、
本種 二就 テモ上 記 ノか らまっ屡 ノ～般特性 ヲ認 メ得 ル庭 デ アル。か らまっハ輔近林業上最 モ重要 ナ
ル樹 hシ テ取 リアゲ ラ レ、各地 ニ ソノ人工造林 地 ヲ見 ル ニ至 ツタ ノデアルガ、長 野縣 二於 ケル低
w 、朝鮮南部 、並 ユ北海道 二於 ケル人工造林 地 ニハ 、現 在 ノ虎良好 ナル成績 ガ認 メラ レテヰ ル。
斯 ノ如 クか らまつ ハ温帯 並 二亜寒帯南部 ノ氣候條件 ノモ トニ生育 シ得 ラ レル庭 ヂアル。然 ル ニ筆 者
ハ曾 テ北緯49° 附近 二在 ル京大樺 太演 習林 内楠 山苗 圃 二於 テ、か らまっ ヲ ぐい まつ ト同～條件 ノモ
トニ播種 シテ、苗木 ノ養 成 ヲ試 ミタコ トガ アル。 ソノ際か らまっ ノ大部分 ハ寒害 ニ ヨツテ枯死 シ、
淺存 シ タ少数 ノモ ノト錐 モ全 ク成木 ノ見込 スラナ キモ ノデア ツタ。nか らまつ トぐV・まつ ヲ地理的
分 布 ノ黙 ヨ リ見 ルモか らまつハ ヨ リ温 暖 二適鷹 力 ヲ持 チ、 ぐい まつハ ヨリ寒7n適1,カ ヲ有 スル モ
ノデ アル。從 ツ テ ぐv・まつハか らまつ ヨ リモ北方種 デアル ト見ナ ケ レバナ ラナイ。
 斯 ノ如 キ ぐい まつ及 ビか らまつ ノ生態學的條 件 ヲ根 rシ テ、現 今か らまつ屡 ノ自生 ヲ見ナ イ、
亜 寒帯南部 ノ北海道 二就 テ考察 スルナ ラバ 、 ソノ環境 條件 二就 テハ、寧 ・ぐV・まつ ノ生育 スル樺 太
二類 縁 ノモ ノ多 ク、殊 ニソノ北部 ノ如 キハ樺太南部 ト酷 似セ ルモ ノガ認 メラ レル。 コ レニ反 シテか
らまつ ノ分布 スル本州 中部 ノ亜高 山帯 トハ環境 條件 二於 テ相當異ナ ルモ ノガ認 メラレ、樹 種 モ著 シ
ク異 ナルモ ノガアル。胃カカル現象 ハ生態學者 ノ定設 トナ ツテ居ル高 山帯 ハ寒 帯 ト生態條件 ヲ著 シク
異 呂 スル關係 上、高山植物 ハ決 シ矛寒帯植物 ト等 シイモ ノデハ ナイ ト云 フ理論 ヲ、亜高山r植 物 ト
亜寒 帯植物 トe推 シ廣 メン トシタ、中野治房博士(ロ)ノ所 説 ヲ 引用 スルマデモナ ク 首肯 シ 得 ラ レル虞
デ アル。.
         (3)北 海 道 洪 積 世 二於 ケノレか ら まつ 属 ノ分 布
 第3項 二於 テ述 ベ タル如 ク、上部洪積 世 二屡 スル羽幌 泥炭 暦 二於 テモ、又下部洪積 世 二當 ル釧路
泥炭 二於 テモ、各暦位 二か らまっ属花粉 ガ槍 出セ ラレテヰル。 ソノ検 出粒CハPicea, Abies, Betula
二比較 スル ト極 ク少量 二過 ギナ イガ、爾泥炭 ノ所 屡 スル上部及 ビ下部 洪積世 二於 テ 、北海道 ニハか
らまつ属 ノ分布 シテ居 タ事實 ヲ實設 スル モ ノデ アル。Pホ ソ ノ當時 か らまつ1ガ 森林構 成 二關與 シ
タ役割 ハ第2表 及ビ第4表 ノ花粉 百分率 ガ示 ス如 ク、羽幌泥炭 二於 テハ9.11.5%、 釧路泥炭 二於 テ
ハ11.1-0.2%ニ シテPinus, Alnus, Quercusト 共 二Picea, Abies, Betula二 比較 スレバ僅少 ナル割
   1) 中野治房、昭和17年 、本州中部地方亜高山轡森林群落、植物生態學報、第2巻 、第1號 、6頁
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.合デ アル。泥演磯 生 ノ,.F.初カラ表暦 二至 ル迄 ノ悶 二於 ケル消長 ノ欺 態ハ溺幌泥茨 二於 テハ、資料10
及 ビ11號 、7及8號 ト表暦 二於 テ僅 カニ増 加 ヲ認 ムルモ、大 ナ ル攣動 ノ跡 ガ存在 シナイ。釧路泥炭
ニア ツテハ 、泥炭 ノ底部 二於 テ11.1%ヲ 示 シ、 ソ ノ後 表暦 二近 ヅク ト共 二漸次減 少 ノ跡 ガ見 ラレル
ニ過 ギナ イ。
 斯 ノ如 クLarixガPicea, Abies, Pinus, Betula, Alnus, Salix二 封 スル百分 率ハ邦領 樺太北部 ノ沖
積世 二於 ケル泥炭 ノ花粉分析結 果(ごエ)ト酷似 シ、殊 ご ソノ割合 ハ樺太a於 ヶル現在 ノ森林 組威 二關(ヒ)與ス
ル ぐい まっ ノ混滑率 ト略z 致 シテヰル。尚前項 二於 テ述 ベ タル如 クか らまつ属 バー般 二特殊 ナ生
態學 的性質 ヲ有 スル黙 カ ラ見 テ、叢 二槍 出セ ラレタLarixモ 亦上述 ノ如 キ特性 ヲ具備 シテヰ タモ ノ
ト解 スベキデ アル。從 ツテ ソノ當時 ノLai'ixモ 泥炭 地 ノ如 キ特 殊環境 條件 ノ立地 二生育 シテヰ タデ
ア ラウ コ トガ推定 セ ラvル 。 カ ・ル特殊條件 ノモ トデハ タ トビ陽樹 ニヨツテ成林 シタ揚 合r モ、
必 ズシモ陽樹 ハ陰樹 ニヨツテ置 キ換 ヘ ラ レル ト云 フ、生態學上 ノ原則 ガ適用 サ レナ イ揚 合 ト見 ル コ
トガ出來 ル、換言 スレバ花粉 分析 イ結 果Larixガ 、上部 及 ビ下部洪積世 二於 テ長年 月 二亙 ツテ存績
シタコ トハ、特殊環境條件 ノ立地 ガ少面積 ナガ ラ長期聞存 在 シタ コ トヲ物 語 ルモ ノデ、一時的現象
ト見 ルベ キ山火跡地 、或 ハ火 山爆焚 ニヨル 降友地等 二 長期 闇 森林 ヲ 形 成セ ルモ ノ トハ考 ヘ ラレナ
イ。
 次 二北海道 ノ如 キ現在か らまっ矯 ノ自生ナ キ地域 二於 テ、過去 ニソ ノ生存 ヲ認 ムル揚 合 、 ソノ種
ヲ決 定 スル コ トハ花 粉分析上最 モ困難 トスル1デ アル。.殊 二か らまつ屡 ハ ソ ノ花粉形 態 ニ ヨツテ、
種 ヲ識 別 スルコ トハ現 在 ノf困 難 トサ レテヰ ル カラ、薮 二検 出セ ラレ タ洪積世 二於 ケルLarixガ 何
 =rス ルカヲ決 定セ ン トスル揚 合ハ 、現 存 スルが らまつ屡 ノ地 理學的並 二生態學的特性 ト、更 二
花粉分 布圖 ニア ラバ レタル當時 ノ森林構成 歌態 ヲ考 慮 シテ、比 較的 合理性 アル推測 ヲ下 ス方法 ヲ取
ル ヨリ他 二道 ガ存 シナ イ、前項 二於テ ぐV・まつ トか らまつ 二就 テ槍 討 シタ結果 、地理 的並 二m條
件 カラ見 テ最 モ類 縁深 シ ト認 メラ レル虞 ハ樺 太 及千 島デアル。然 ル ニ花粉分 析 ノ結果 カラ得 タ樹種
混滑欣態 ハ、現 在樺 太北部 ノ森林 二髪紫 タルモ ノガアル ヲ以 テ、北海道洪 積世バ ー般 二今 日ヨリモ
更 二低温 ナル氣候 條件下 ニア ツタ コ トガ推 定セ ラ レテヰ ル。從 ツテR ハ之(キ)等ノ論糠 カラ見 テ、北
海道洪積 世 二焚見 セ ラレ タ1,arixヲ ぐV・まつ ト推 定 スル所以 ヂ アル。
 '1,11,デ最 後 二淺 サ レタル問題ハ 、洪 積世 二於 テ存 在 シ タぐい まつガ何故 二現今 北海道 二於 テ絶滅 シ
テ居 ル カ ト云 フ事實 デ アル。之 ガ絶滅 ノ原 因 二關 シテハ 、諸 方面 ノ槍 討 ヲ必要 トスル虚 デ アルガ 、
先 ヅ主要 ナル原 因 トシテハ ーk壌攣 化 ト氣 候攣 化 ン爾 者ガ學 ゲラ レルモ、 ソレガ解決 ハ將來 二倹 タナ
   1) 山崎次男、日本林學會誌、第19巻9號 、第2蝋}11號 、第21巷4號 、第33巻3號
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ケ レバナ ラナ ・f。然 ル トコ ロ現在北海道 二於 テハ 、 ソノ北部並e高 山地 域 二於 テハ 、 ぐい まつ ノ生
育 シ得 ラルベ シ ト認 メラ レル、環境條件 ノ地域 ガ諸所 二存 在 スルモ、 カ ・ル立地ハ 前述 ノ通 リ、あ
か えぞ まっ モ ヨツテ 占領 セ ラレテヰ ル。 コノ現 象 ヲ如何 二説 明 スル カ)若 シ氣候 ガ沖積期 二於 テ 、
ぐい まつ ヲ絶滅 二導 ク如 キ突然攣 化 ガアツ タ ト云 ヒ得 ルナ ラバ解決 ハ頗 ル容 易デア ルカモ知 レナ イ
ガ、若 シ氣候 ガ漸進的 二攣 化 シ タモ ノトス レバ 、 ソノ設 明ハ盆 々困難 トナツテ、今 日迄 ノ筆者 ノ研
究 ニテハ尚解決 ヲ齎 タラスニ至 ツテヰ ナ イ。蘇 ツテ、'一方 二於 テ、あか えぞまっガ現 在 ノ樺太南部
ノ局部 二限定 セ ラレ、北 部 二於 テハ絶 封 二存在 シナ イ ト云 フ事實 ト、他方 二於 テ北海道洪積世 ノ氣
候 ガ、邦領樺 太北部 ノ氣 候 二酷似 シテ居 ル ト云 フ推 定 ガ、以 上 ノ研 究 ニ ヨツテ許サ レルナ ラバ、 コ
ノ2ツ ノ事柄ハ 北海 道現 在 二於 テ、 ぐV・まつ ガあか えぞまつ ニ ヨツテ置 キ換 ヘ ラ レテ居 ル ト云 フ推
論 ニーツ ノ示 唆 ヲ與 ペルモ ノデハ ナ カラウカ。
                VI・ 摘   要
,本 論二於テハ、北海道西北部 ノ日本海二面シタ羽幌町附近、及ビ東北部 ノ太李洋岸二在ル釧路市
内 カラ探 取 セル、上 部洪積世 ト下部洪積世 二属 スル泥炭 二勅 キ、花粉 分析 法 ヲ適 用 シテ、當時 ノ森
林 構 成歌 態 ヲ明 ニシ、特 二現在か らまつ属 ノ自生ナキ北海道 二於 テ、既 三洪積世 ニアツテ、長 年 月
ノ間本種 ノ生育 セル事實 ヲ論 究 シ タ虎 デアル。 ソノ諸鮎 ヲ要約摘 記 スレバ次 ノ如 クデアル。
 (1)本 分析 二用 ヒタル羽 幌泥炭ハ上部洪積 世 二、釧路泥炭 ハ下部洪積 世 二届 シ、 コレガ地 質學
上 ノ時代決 定 二就 テハ 、佐 々理學士 ノ詳細 ナ ル研究 二倹 ツ タモ ノデアル。
 (2)羽 幌 泥炭 分析 ノ結 果 ニ ヨレバPicea, Abies, Larix, Pinus, Betula, Alnus, Quercus, Salix,
Ericaceae, Asteraceae, Cyperaceae, Gramineae,ノ 花粉 トSphagnumノ 胞子 ヲ#z出 シタ。
 (3)釧 路 泥炭 分析 ノ結果 エ ヨレバPicea, Abies, La「ix, Pinus, Betula'Alnus'Que「cus'Salix齢
Ericaceae, Cyperaceae. Gramineae,ノ 花粉 以外 二各暦位 カラSphagnum ノ胞子 ヲ槍 出 シ得 タ。本 泥
炭 二於 テ検 出 セ ラレタ花粉 ハ、羽幌泥炭 ト殆 ン ド共通 種 デアルガ 、菊科 ノ花粉 ノ ミハ焚見 セラ レナ
       1                                                                                             .
イ 。
 (4) 1二 槍 出セ ラレ タル樹木花粉 ノ8種 類 二就 テ、當時 ノ樹 種漉渚歌 態 ト各樹種 ノ生 態學 上 ノ
特 性 ヲ検 討 シテ、更 二北海道及 ビ樺 太 二於 ケル、現存森 林 ヲ構成 スル樹 種 ヲ比較考 察 シテ、次 ノ如
ク種 ノ推定 ヲ行 ツタ。帥 チ上部 及 ビ下部洪積 世 二於 ケルPicea,パ えぞ まつ、 Abies,ハ とどまつ、
Larix・ ハ ぐV・まつ・Pinus,ハ は研 まつ 、 Betulaハ さうしかん ば、 しらかん ば、 Alnus,ハ みや まは
ん の き、 けや まはんの き、Quercus,ハ もん ご りな ら、 Salixハ や なぎ類 ヨリ生 産セ ラ レタル花粉 デ
ア ル 。
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 (5)上 部 及 ビ下部洪積世 ノ、何 レノ時代 二於 テモ、常 二Picea Abies Betulaハ 森林 組成 二重 要
ナル役割 ヲ努 メテ・各時代 ノ支配樹種 トナ リ・ ソノ他{Larix, Pinuus・Alnus, Quercus, Salixハ 夫 々
僅 少 ナル混清 率 ヲ示 シテヰル。
 (6)PiCeaトAbieS,ハ、上部 及 ビ下部 洪積世 二於 ケ ル長年 月 ノ間正 ノ相關 關係 ニア リ、邦領 樺太
北部 ノ沖積 瞳 二於 ケル えぞまつ、 とどま6)ノ 關係 ト相 一致 セルモ ノデアル。
 PiceaトBetulaノ 關係ハ 、各時代 トモ常 二負 ノ相關關係 ニア ツテ、帥 チPiceaノ 増 大ハBetula
ノ減 少 トナ リ、Piceaノ 減 少ハBetulaノ 増大 ヲ意 味 スル結果 トナ ツテPiceaトAbiesノ 關係 ノ如
ク、邦領樺太北部 ノ沖積世 二於 ケ ル、えぞ まつ トさ うしかん ば トノ關係 トー致 セルモ ノデアル。然
ル ニPiceaトBetulaノ 滑長 關係ハ 、樺 太北部 ノ沖積世 二於 テハ認 メ得ザ ル 、如 キ明瞭 ナル攣 動 ノ
跡ガ現ハ レテヰ ル。
 (7)Pinus, Larix, Alnus, Quercus, Salixハ 各 時 代 トモ 、 混 濡 率 僅 少 ナ ル タ メ、 花 粉 分 布 岡 上
二於 テハ 、明瞭 ナノレ清長 ノ跡 ヲ認 メル コ トガ出來 ナ イ。
 (8)花 粉分析 ノ結果 二現 ハ レ タル、樹種攣遷 ノ概況 ハ、次 ノ如 ク要約 スル コ トガ出來 ル。
     上部 洪 積世  V・.Picea, Abies時 代
            IV。.Betula, Picea時 代
            III・.Picea, Abies時 代
            II・. Betula, Picea.時 代
            1。.Picea, Abies時 代
     下部洪積 世  IV・ ・Betula, Picea時 代
            III・.Picea, Abies時 代
            IIu. Betu】a, Picea時 代
            1。.Picea, Abies時 代
 斯 ノ如 キ攣 動ハ 、頗 ル長 年 月 二亙 ルモ ノト認 ムベキデ アツテ、 シカモ著 シ ク漸進的 ナ憂 化 ノ特徴
ヲ示 シテヰ ル。カ ・ル攣 動 ヲ招來 シタ原 因 二就 テハ 、諸 種 ノ條件 ヲ各々槍 討 シタ結 果 、氣候攣化 ニ
ソレヲ求 ムルヲ最 モ安 當 ナ リ ト考 ヘ タ。
 (9)如 上 ノ樹 木花粉 二矯 スベキ1)icea, Abies, Larix, Pinus, Betula・Alnus, Quercus, salix/8
種属 ハ 、夫 々邦領樺 太北部 二現存 シ、Picea, Abies, Betulaガ 森林組 成 ノ重要要素 デアツテ、 ソノ他
ノモ ノガ僅 少ナル割合 ヲ占ムル如 キ樹種配分 ノ状態 ハ、樺 太北部 ノ現状 ト相 二致 スルモ ノデアル。
 (10)北 海道洪積世 二於 テハ.、Quercusノ 混清 セル コ トガ顯著 二現 ハ レ・ 且 ツPiceaトBetula
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二就 テ漸進 的 ナ清長 關係 ノ存 スル コ トノ ミハ 、邦 領樺 太北部 ノ沖積 世 二於 ケル花 粉分析 ノ結 果 トハ
相異 ナル現象 デアル。
 (11)上 部 及 ビ下部洪 積世 二於 ケル えぞまつ、と どまつ ノ混渚 歩合ハ 、80-70封20-30ノ 比 トナ
ツテ、長年 月 ノ間 えぞ まつ ガ絶封 優勢 ヲ持 績 シテヰルガ、現在 ノ北海 道森林 二於テハ 、と どまつ ノ
混渚率 ガえ ぞまっヲ凌駕 シテ、 ソノ間 二顯 著 ナ差 異ガ認 メラ レル。
 (12)北 海道 洪積 世二於 ケル えぞまつ、と どまつ ノ混清歩合ハ 、邦領 樺太北部 二於 ケルえぞ まつ 、
と どまつ ノ混渚 率 トー致 シ、マ タ斯 ノ如 キ混清欣態ハ下部洪 積世 ノ泥炭 獲生 ノ當初 カラ、上部洪 積
世 ノ泥炭上暦部迄殆 ン ド攣化 ヲ認 メ得 ナ イ庭 デ、邦領樺太北部 ノ沖積世當初 カラ、今 日迄 連績 セル
えぞ まつ、 と どまつ ノ混渚率 ノ経 過 ト相 一致 セル現象 デアル。
 (13)北 海 道上部洪積世 二於 テハ えぞ まつ 、とどまつ ガ優勢 ナル繁茂 ヲ ナシテ、當時 ノ森林構 成状
態 二重要 ナ ル 役割 ヲ努 メタモ ノデ アルガ、 ソレ ト同時代 ノ 邦領樺太北部 ノ ヒー部 洪積世 二 於 テハ
Betulaノ ミ優勢 デえぞ まつ 、とど まつハLarix, Pinus, Alnus等 ヨリモ小 ナル混清卒 トナツテヰ ル。
 (14)以 上 ノ如 ク北 海道洪積世e於 ケル樹種配分欣 態ハ 、邦 領樺 太北部 ノ現 歌 ト相似 タルモ ノヂ
特 二えぞまつ、 とどまつ ノ混清歩合ハ 、相 一致 セル結果 トナツテヰ ル。帥 チ現在 ノ北海道 羽幌及 ビ
釧路 附近 二於 テハ 、と どまつ ノ優勢 ナ ルと どまつ 、えぞまつ林 ガ支配 スルモ 、同地 方 ノ洪積世 二於
テハ邦 領樺 太北部 二現 存 スル如 キ、 えぞまつ ヲ主 トスルえぞ まつ 、と どまつ林 ガ存在 シ、爾 ソレ ト
同時 代 ノ邦領 樺太北部 二於ケ ル上部洪 陵世 ニハBetulaノ ミ優 勢 ナル森 林 ガ支配 シテヰ タ事 ガアル。
コレ等 ニ ヨツ テ見 レバ 、北 海道 ノ洪積 世ハ現在 ノ北海 道 ヨリモ寒 冷 デア リ、マ タ邦領樺 太北部 ノ上
部 洪積世 モ現 在 ノ同地 方 ヨリ更 二寒 冷 デア ッタコ トガ知 ラレル。從 ツテ北 海道洪積 世 二於 ケル氣候
歌 態ハ 、今 日ノ邦 領樺 太北部 ノ氣候状態 ト酷似 セルモ ノト認 メル コ トガ 出來 ル。
 (15)羽 幌泥炭暦 中 ノ1,0m及 ビ2.8mノ 個所 二介在 スル 火山友暦 ハ 、 ソノ當時 ノ火山爆獲 ヲ物
語 ルモ ノデア ルガ、 ソノ前後 二於 テ、各樹 種共 二混渚歌 態 二於 テ攣 動 ノ跡 ガ認 メラレナイ。從 ツテ
ソノ當時二於ケル火山爆獲ハ、本地分 三於 ケル森林構成欺態ヲ攣動セシムル如キ、積極的ナル破壊
力 ヲ持 ツテヰ タモ ノデJ1ナ イ。
 (16)北 海 道 二於 テハ、現 在 か らまつ1ハ 自生 シナ イニモ拘ハ ラズ、本分析 ノ結 果検 出 シ得 タ
Larixノ 花粉 ハ 、上部 及 ビ下部洪積 世二於 テ、本種 ノ生育 シテヰ タコ トヲ實誰 スルモ ノデ アル。
 (17)薮 二槍 出セ ラレ タLarixノ 種 ノ決 定ハ 、花粉 形態 ニ ヨル識 別 ガ困難 ナル今 日二於 テハ 、北
海 道 ノ地 理的 關係並 二環境 條件 、更 二洪 積 世二於 ケル森 林構成状態 ノ槍 討 、現存 か らまつ1ノ 生態
學 的特性等 ノ考察 ヨリ最 モ合理性 ア ル推 定 ヲ下 ス以外 二方法 ガナ イ。循 テ本論 二於 テハ上 述 ノ諸瓢
                                         25
ヲ考究 シタル結果、北海道洪積世 ノLarixヲ ぐv・まつ ト推定シタ虚ヂアル。
 (18)本 分析 ニアラバレタルLarixノ 混溝歩合ガ、邦領樺太北部二於ケル ぐいまつ ノ混滑比 トー
致 スル瓢 ト、 ぐいまっ ノ生態學的特性 カラ見テ、洪積世 二於ケル羽幌 及ビ釧路附近 二存在 シタぐい
'
まっモ、依然泥炭地 ノ如キ特殊環境條件 ノ所 二生育 シテ居 タモノr セラレル。
 (19)現 在北海道二於テ、 ぐいまつ ノ絶滅セル原因ヲ解決 スルコ トハ頗ル困難ナル問題デアルガ
先ヅ主要ナル原因 トシテハ、土壌攣化 ト氣候攣 化ノ雨者ガ集ゲラレルモ、此ガ解決 二就 テハ更 二多
クノ研究ヲ要 スル虎デアラウ。然ルニ現在北海道二於テハ、 ソノ北部並 二高山地域 二於テ、ぐいま
っノ生育 シ得 ラルベシ ト認 メラレル、環境條件 ノ地域ガ諸所 二存在 スルモ、 カ・ル立地ハあかえぞ
まつ ニヨツテ占領セラレテヰル。コノ現象 ノ論明ハ、若 シ氣候ガ沖積期 二於テ、 ぐいまっヲ絶滅 二
導 ク如キ突然攣化ガアツタ ト云 ヒ得ルナラー¥、頗ル容易デアルカモ知 レナイガ、若シ氣候ガ漸進的
二攣化 シタモ ノトスレバ、 ソノ詮明ハ頗ル困 rナ ツテ、今 日迄 ノ筆者 ノ研究ヲ以テハ、街解決 ヲ
齎ラスニ至 ツテヰナイ。酬 ツテ、一方二於テ、あか えぞまつガ現在 ノ樺太南部 ノ局部 二限定セラレ
北部二於テハ絶封 二存在 シナイ ト云 フ事實 ト、他方 二於テ、北海道洪積世 ノ氣候ガ、邦領樺太北部
ノ氣候 二酷似 シテ居ル ト云 フ推定ガ、以上 ノ研究ニヨツテ許サレルナラバ、ゴノ2ッ ノ事柄ハ北海
道現在二於テ、あかえぞまつガ ぐいまつ二置キ換ヘラレテ居ル ト云 フ推論 ニーツノ示唆 ヲ與ヘルモ
ノデアラウ。
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                            Zusammenfassung 
            Studien über die Larix-Verbreitung in Hokkaido in der Diluvialzeit 
                     auf Grund  pol  lenanulytischer Untersuchungen.
   Der Verfasser befasst sich im vorliegenden Aufsatz mit der Pollenanalyse des Torfs aus der 
oberen und unteren Diluvialzeit der Gegend bei Haboro im NW-Teil Hokkaidos am japanischen 
Meer und bei Kushiro im NO-Teil Hokkaidos am pazifischen Ozean, und versucht die damalige 
 Waldkonstruktion zu erklären. 
   Damals gediehen dort lange Zeit die Lärchen, welchen jetzt nicht mehr wild in Hokkaido 
gefunden werden. Nachsthend möchte der Verfasser die wichtigsten Punkte zusammenfassen. 
   r. Das Haboro-Torf, dessen geologischen Zeit Herr Dr. Sasa bestimmte, gehört der oberen 
 Diluvialzeit  'an und das Kushiro-Torf der unteren  Diluvialzeit. 
 2. Es wurden in dem Haboro-Torf  vom Verfasser folgenden Pollen gefunden : Picea, Abies, 
Larix, Pinus, Betula, Alnus, Quercus, Salix, Ericaceae,  Asteraceae, Cyperaceae,  Gramineae und 
Sphangum. 
   3. Und in jedem  Stratum des  Kushiro-Torfs die Pollen von : Picea, Abies, Larix, Pinus, 
Betula, Alnus, Quercus, Salix, Ericaceae, Cyperaceae,  Gramineae und  Sphangnum, also die gleichen 
Arten wie beim Haboro-Torf. Pollen von Compositae wurden hier nicht gefunden. 
 4. Auf Grund der gefundenen 8 Baumarten diskutiert der Verfasser den gemischten Zustand 
der damaligen Baumbestände und ihren ökologischen Charakter und zieht weiter Vergleiche mit den 
jetzt vorhandenen Baumarten der Wälder Hokkaidos und Karaftos. 
   Folgende Pollenbefunde wurden gemacht  : Obere und untere  Diluvialzeit  ;  Picea  : Picea  jez-
oensis, Abies sachalininsis, Larix : Larix dahurica var. japonica, Pinus : Pinus pumila, Betula : Betula 
Ermanii und B. japonica, Alnus :  Al-nus Maximowiczii und A. tinctoria, Quercus  : Quercus monglica. 
   5. Sowohl in der oberen wie auch in der unteren  Diluvialzeit haben Picea, Abies und Betula 
eine grosse Rolle als Bestandteile des Waldes gespielt und waren die vorherrschenden Baumarten 
jener Zeit. Larix, Pinus, Alnus, Quercus und Salix zeigen im Mischverhältnis die geringsten Zahlen. 
   6. Picea und Abies standen sowohl in der oberen wie in der unteren Diluvialzeit zueinander im 
Korrelationsverhältnis und das Gleiche gilt von Picea jezoensis und Abies sachalininsis im N-Teil 
Südsachalins für die Alluvialzeit. Das Verhältnis zwischen Picea und Betula jener Zeiten zeigte Minus-
Korrelation, nämlich die Vermehrung von Picea besierte auf der Verminderung von Betula und der 
Verminderung von Picea folgte die Vermenrung von Betula. Das gleiche Verhältnis bestand zwischen 
Picea jezoenis und Betula Ermanii der Alluvialzeit im N-Teil Südsachalins. Weiter konnte der Ver-
fasser anhand der Pollenanalyse die Zu- und Abnahme von Picea und Betula nachweisen, welche 
im N-Teil Südsachalins in der Alluvialzeit nicht in Erscheinung tritt. 
   7. Bei Pinus, Larix, Alnus,  Quercus und Salix lässt sich keine deutliche Zu-  oder Abnahme 
nachweisen, weil sie wie  das Pollenspektrum zeigt, nur eine geringe Zahl im Mischungsverhältnis 
besitzen.
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 8. Nach diesen Resultaten lassen sich die Veränderungsvorgänge der Baumarten wie folgt 
darstellen. 
           obere Diluvialzeit  V. Picea, Abie-Zeit 
 IV. Betula, Picea-Zeit 
 III, Picea, Abies-Zeit 
 II. Betula, Picea-Zeit 
 I. Picea, Abies-Zeit 
            untere  Diluvialzeit  IV. Betula, Picea-Zeit 
 III" Picea, Abies-Zeit 
 IIu Betula, Picea-Zeit 
 It., Picea, Abies-Zeit 
    Es ist zu verstehen, dass solche Veränderungsvorgänge  wahrscheinlich lange Zeit gebraucht 
haben, ausserdem zeigen sie den Charakter der langsam fortgeschrittenen  Veränderung. Nachdem 
der Verfasser verschiedene Bedingungen studiert hat, nimmt er als Ursache dieser Veränderung 
Klimaveränderung an. 
 9. Die obigen gefundenen 8  Arten  : Picea, Abies, Larix, Pinus, Betula, Alnus, Quercus und 
Salix gedeihen jetzt noch im N-Teil  Südsachalins, insbesondere Picea, Abies und Betula bildeten 
damals die wichtigsten Elemente des Waldbestandes, während die anderen Arten eine geringere Rolle 
spielten. Dieser einseitige Zustand der Verbreitung der Baumarten ist derselbe wie im heutigen 
nördlichen Südsachalin. • 
 io. Für die  Diluvialzeit Hokkaidos ist es charakteristisch, dass überall Quercus viel gemischt 
war und die Veränderung von Picea und Betula langsam fortschritt. Diese Tatsache weicht von 
dem sich in der Alluvialzeit Südsachalins abgespielten Vorgängen ab, wie die Pollenanalyse des Torfs 
im N-Teil Südsachalins zeigt. 
 T.  In_ der oberen und unteren Diluvialzeit Hokkaidos betrug das Mischungsverhältnis von 
Picea jezoensis und Abies sachalininsis  8o-70:  20-30. Für lange Zeit war damals Picea dauernd 
absolut dominierend, aber in dem jetzigen Wald ist  dagegen Abies vorherrschend. 
 22. Das Mischungsverhältnis von Picea und Abies in der  Diluvialzeit Hokkaidos ist ungefähr 
gleich mit demjenigen der gleichen Baumarten von heute im N-Teil Südsachalins. Und solches 
Mischungsverhältnis ist unverändert geblieben seit Anfang der Torfentstehung der unteren Diluvial-
zeit bis zur Bildung des obersten Stratums des Torfs der oberen Diluvialzeit. Demnach muss also 
der Verlauf des  Mischungsverhältnisses von Picea und Abies in der Diluvialzeit Hokkaidos dem-
jenigen im N-Teil Südsachalins von Anfang der Alluvialzeit bis heute ähnlich sein. 
 13. In der oberen Diluvialzeit Hokkaidos waren Picea und  Abies dominierend und die 
wichtigsten Elemente des damaligen  Waldbestandes. Zur gleichen Zeit herrschte im N-Teil Süd-
sachalins nur Betula vor und Picea und Betula waren weniger vorhanden als Larix, Pinus, Alnus, 
 usw. 
 14. Wie oben beschrieben, ist der Verteilungszustand der Baumarten in der Diluvialzeit Hokkaidos
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hänlich wie derjenige im N-Teil Südsachalins, insbesondere ist das Mischungsverhältnis von Picea 
und Abies in beiden Gegenden ungefähr dasgleiche. Heute herrscht in der Nähe von Haboro und 
Kushiro in Hokkaido ein Abies dominierender Abies-Picea-Mischwald. Aber in der Diluvialzeit gab 
es dort einen Picea dominierenden Picea-Abies-Mischwald, welcher jetzt noch im N-Teil Südsachalins 
anzutreffen ist. Zu der gleichen Zeit war jedoch im N-Teil Südsachalins nur Betula vorherrschend. 
Es muss demnach die Diluvialzeit in  Hokkaido kälter als die jetzige Zeit gewesen sein, ebenso die 
obere Diluvialzeit in Südsachalin kälter als die Heutzeit. 
 15. Die Strata von vulkanischer Asche, welche man in dem Torf von Haboro  (Lo  m und 
 z.8 m tief von der Oberfläche) findet, erzählen von den damaligen Vulkan-Ausbrüchen. Aber den-
noch  lässt  'sich keine Spur der Veränderung des Mischungsverhältnisses der Baumarten für jene Zeit 
erkennen. Somit ist anzunehmen, dass die damaligen Ausbrüche keinen Einfluss auf die Wald-
bestandteile gehabt haben und sich in dieser Beziehung ihre aktive zerstörende Kraft nicht stark 
bemerkbar gemacht haben. 
 16. In Hokkaido gibt es jetzt keinen natürlichen Larix-Wuchs, aber bei seiner Pollenanalyse 
fand der Verfasser Pollen von Larix und erbrachte damit den Beweis, dass Larix in der oberen und 
unteren Diluvialzeit in Hokkaido wohl gediehen ist. 
    17. Es ist heute schwer, durch einen Unterschied der Pollenform der gefundenen  Larix-Pollen 
ihre Art zu bestimmen, weil es noch keine rationelle Methode dafür gibt ausser durch eingehendes 
Studium der geographischen Verhältnisse des betreffenden Ortes, der dortigen Standortsbedingungen, 
des Zustandes der  Waldbestandteile in der Diluvialzeit, des ökologischen Charakters der jetztigen 
Larix-Gattung, usw. Erst auf Grund dieser Forschungen hat der Verfasser alle diese Bedingungen 
in Erwägung gezogen und festgestellt, dass Larix in der Diluvialzeit Hokkaidos als Larix dahurica 
var. japonica vorgekommen sein muss. 
 r8. Das bei dieser Analyse gefundene Mischungsverhältnis von Larix ist ungefähr das gleiche 
wie dasjenigen von heute im N-Teil Südsachalins. Nach dem ökologischen Charakter von Larix 
 dahurica var. japonica zu urteilen, wuchs Larix in der Haboro- und Kushiro-Gegend auch auf 
Standorten wie Sümpfen etc. 
   19. Es ist sehr schwer, im jetzigen Hokkaido die Ursache für das Verschwinden von  Larix 
festzustellen, aber man darf wohl die Veränderungen des Klimas und  des Bodens dafür verantwort-
lich machen. Um dies jedoch zu beweisen, bedarf es noch vieler Forschungen. Im Nordteil und 
den Hochgebirgsgegenden des jetzigen Hokkaido gibt es viele Orte mit für Larix geeigneten Standort-
bedingungen, wo jetzt Picea Glehnii wächst. Die Erklärung dieser Erscheinung liegt auf der Hand 
durch die  Annahme, dass durch eine plötzliche Klimaveränderung in der  Alluvialzeit Larix zum 
Verschwinden gebracht worden ist, während dieselbe durch eine langsame Klimaveränderung kaum 
zur  verstehen wäre. 
   Es war mir jedoch leider noch nicht möglich, hierfür den Beweis zu erbringen. Die Tatsache 
besteht aber, dass Picea Glehnii jetzt nur noch im Südteil Sachalins verbreitet ist und andererseits 
müssen wir zu der Vermutung neigen,  dass das Klima in der Diluvialzeit Hokkaidos demjenigen
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von Heute im Nordteil Südsachalins  ähnlich gewesen ist. 
   Wenn durch weitere Studien dies nachgewiesen werden kann, so wird uns verständlich, dass Larix 
im jetzigen Hokkaido nur von Picea Glehnii abgelöst worden ist.
